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技 術 科 の 本 質 と授 業 過 程

一
大 会 の 主 題 に よ せ て

―

目 標輸ヒカ指標)→

課 程・教 材 →
(教育内容)

←発 達 段 階

← 施設・設備(物的条件)

ヒ教員組織(人的条件)

←教 具・教 便 物

→発達・変化の確認

(評 価)

法
　
　
動

織

け
　
活
組

法
↑
↓
の徒

習

生

学

わたしは授業とい うものを図のように考える。

(教科〒造観)

教

後 藤  豊  治

成立するための直接条件がこのあとにつづ く。

施設・設備 (物的条件)と 教員組織 (人的条件)

一―構成 された課程のために必要にしてじゅうぶ

んな物的 0人的条件が整え られ な ければならな

い。

教授法―一課程,あ るいは教材の妥当で効果的

な学習展開の方法。最も実験的意識をもってとり

くまれるべき部分。たとえば,中学 1年において

は,経験のどのような段階で一般化をはかってや

るのが適切であるのか, とか分析を効果的におこ

なわせるため, どの段階で, どのような比較・対

比をさせたらよいか,そのためには対比物として

何を用意したらよいか,な どのことが検討されて

いなければならない。

教具・教便物,生徒の活動や学習組織の検討な

ども方法の問題である。たとえば,簡約化された

各種パネルや機構模型 あ るい はカット・エンジ

ン,材料標本,さ らには工 程 図 表や各種掛図な

ど,学習を効果的にする教具・教便物の工夫・準

備は重要である。また,生徒の自主的活動を可能

にする自由度をどこで, どの程度までしくむか,

また学習展開をことにする学習集団のくみかたや

それぞれの成果をどこで集約するかなどの工夫も

必要である。

評価については,いまさらとりたててい うに及

ばないが,だからといって,何をどのようにとら

え,確認していくかはまだじゆうぶん明らかにさ

↓
―
・

教 授

訳程・方法評価
教科観の批正

一定の教科観がその基線と して あ る。もちろ

ん,その教科観が出てくるためには,教科構造観

が明確になっている必要がある。教科観があきら

かになってはじめて,あ るいは教科観があきらか

になることが, とりもなおさず, 目標の明確化に

つながっている。目標といえば,子どもたちのう

えに実現させるべき能力・態度の指標といいかえ

てよいと思 う。しかし,妥当な教育内容の組織 ,

あるいはそれの具現としての教材が妥当にえらば

れるためには,子どもの発達段階についての周到

な配慮が加わらなけえばならない。

授業が成立するための前提条件として,以上の

ことが満たされていなければならないが,授業が
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れ ているとは思えない。 しかも評価は,生徒ひと

りの発達の確認をとお して,教師の適否,あ るい

は とった方法の有効性 の判定にもつなが り,さ ら

に,教科観の批正にまでつなが るのだとおも う。

す ると, このことは,授業をつ らぬ く基線 をゆる

がすばあいさえ考えられ る。つま り,授業過程の

研究は, このような意味あいで,技術教育の本質

吟味にまでつなが って くることになる。 ここに本

年度 の「 技術科教育の本質 と授業過程」 とい うテ

ーマが生まれたゆえんがある。

本年度のテーマは昨年度の「 授業をどう組織す

るか」 とい うテーマ と内実はかわらない と思 う。

昨年度本誌でのべた「 研究大会の主題によせて」

の後半部の叙述 をここで くりかえしてお こう。

授業の質をたかめるささえは何か。教師の教材解釈

の高さが何よりのささえであろう。しかし,単に教師

の側の教材解釈だけでなく,生徒自身の方向・視点・

高さ,それらと教師のそれとの間に生み出される対立

・矛盾と発展・統一の過程があるかどうかも,授業の

質の高さをさぐるよりどころとなるだろう。 “授業の

中"での教材―子ども一教師との相互関係を分析する

必要は基本的にはここにあると見てよい。

教育計画のいずれの段階・領域においても,そ の段

階・領域の学習をとおして実現されるべき能力が措定

されていなければならない。その措定された能力の実

現に適切な教材の措定がこれにつづく。い いか えれ

ば,一定の教材を生徒に与えるばあい,そ の教材の学

習をとおして実現されるべき能力,そ の程度が教師に

明確に意識されていなければならない。

次に,そ の教材を授業の中にどう持ちこむことが,

能力の実現のために有効であるかの検討が必要 に な

る。このばあい,ま ず教育条件が問題となる。現実の

物的・人的な教育条件の制約のなかで授業 は組 まれ

る。そして,その制約が能力発展のうえで,どのよう

な阻害条件となるかが援業をとおして明らかになるこ

とによって,教育条件改善の方向が摘出される。

授業過程の検討において重要なことは,教師のがわ

に展開の全体構造が明確になっているかであろう。こ

れなくしては,生徒にどの段階で, どのような見とお

しをもたせ,いつどのような分析をおこなわせ,いつ

一般化 (総合)へのたすけを出すか,な どが明確にな

らないからである。生徒の分析をいっそう正確にし,

または一般化を効果的に推進するために, どのような

教具・教便物,ばあいによっては自作教具を準備した

らよいかも明確にならない。

ある授業のしくみ,展開によって,生徒のがわに何

が生み出されたか,認識・能力・かまえがどう変った

かの確認,つまり評価も問題である。いや,こ れらの

確認なしには,措定した教材・展開の有効性を検証す

る手だては失なわれることになる。試験・テストは本

来そのような評価手段である。技術教育における評価

方法は他教科に比して困難なだけに,研究がすすんで

いない。しかし,何よりの手だては,先行学習の成果

が,あ とにつづく学習のどこで確認されるべきかを予

定し,そ こで見きわめていくことであろう。ただし,

そのためには教材配列の順次性が検討されている必要

がある。また “技術検定"な どとよばれる方式の評価

の限界なり,あやまりなどもこのさい,徹底的に検討

されるべきだろう。

それぞれの援業展開過程をもちよれば,そ こには期

せずして,比較実験的なしくみができ上る。それぞれ

の授業をくみ立てた基盤としての教育条件,措定した

能力・態度指標,それの実現にふさわしいものと措定

された教材,その教材による授業展開の全体構造,全

体に位置づいた 1時間の授業のながれ,そ の流れのな

かでの 1コ マ (こ のような認識の発展をたす け るた

め,こ のような,教具を自作し,こ こでこ う提 示 し

た, というような), 措定した能力・態度の達成度合

い,達成をさまたげた条件の所在,等々が,他人の授

業過程との対比でいっそう明確にされる。これらが,

研究集会という場での検討の有効性とみるべきであろ

う。そのためにも, 1時間, 1コ マの授業過程発表を

とおして,上にのべたような諸点がうきぼりにされる

ような問題提起のしかたが大事になる。

8月 3～ 5日 ,神奈川県愛川町で開催する

「第14次産業教育研究大会」に参加し,積極

的に実践的問題提起をしよう。

(大会要項は62～63ページを参照)



提 案 と討 議

ことができるからです。

実際の授業においては, これらを個個に切 り離

して考えられるものではありませんが,研究の方

法としては,それらを総合 的 に扱 う方法もあれ

ば,特定部分にとどめて扱 う方法もあると思いま

す。また,製図学習とか,本材加工学習といった

ように,特定授業を問題 と して扱 う方法もあれ

ば,技術的思考能力を高める学習とか実践的能力

を高める学習とかいったように特定の学習内容に

こだわ りなく,技術教育の本質ともいうべき点を

広い視野に立って追究する方法も考えられます。

まだまだほかに,問題のとらえ方や研究の仕方に

はいろいろな方法があろうと思います。

しかし, これらの問題を研究する場合,まず具

体的授業をぬきにしては考えられませんので,今

日のわたくしの場合,今年 4月以降扱 ってきた 2

年生と3年生の機械学習の授業をあ りのままに示

し,みなさんに大いに討議していただきたいと思

ってお ります。

2年生の機械学習

では,最初に2年生の機械学習の様子からお話

しすることにいたします。

お手もとにお渡しいたしましたプリントをごら

ん下さい。 (表 1参照)

技術科教育の本質と授業過程 ―その1-

一― 機械学習について 一一

― ―研 究 部―― ・――

今年度,産教連研究大会のテーマは,“技術教育の

本質と授業過程"力 と`り上げられております。各地

において,'こ れに関する研究が,毎 日の授業を進め

られる中で,ち やくちゃくと行なわれていることと

思います。

研究部 5月 の定例会において,小池先生 (東京・

目黒八中)に提案を願い,機械学習に関する授業過

程の一部を討議いたしました。大会のための一つの

参考資料になればと考え,以下そのときの様子を紹

介いたします。

【提 案】 Jヽ 池一清  (東京・目黒第八中学校)

きょうはわたくしに,授業過程に関する提案を

しろとのことですが, “授業過程"と い う場合 ,

その中身をどのようにとらえたらよいか, とい う

ことで, しょうじきのところ,ずいぶんとまどい

ました。なぜならば, “授業過程"と いう場合,

いろいろな観点からそれを追求することが考えら

れるからです。たとえば,導入,展開,ま とめを

どのように扱 うか。学習展開の様式をどのように

するのがよいか。学習上,教科書をどのように活

用するのがよいか。技術的思考能力を高めるため

にはどのようにしたらよいか。授業のための学習

集団はどのように組織するのが効果的か。あるい

はまた,発間の仕方や板書の仕方,その他,学習

指導上の細かい技術的問題など,い ろいろな立場

や観点から “授業過程"と い うものを問題にする
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一表 1-

=2年生技術学習プリント=No.1 1965.4.

男女共通 『機械学習』

(キ カイに強くなる学習)

☆世の中には,いろいろな形や目的の機械がある。

形がどのように違っていても,機械はどれもみなそ

れぞれに決った一定の運動をくりかえす部分がいく

つか組み合わさって作られている。そのしくみ (機

構)を見る力が育ってくると,いろいろな機械を理

解できる能力が高まってくる。

☆ここでは,①機械各部の動き,②そのためのしく

み (機構)③機械各部の組み立てられかた,④使用

されている材料,各部の形や力に対する強さ,⑤各

種の機械に共涌的に使用されている機械部品 (こ れ

を機械要素という)ま た,⑥機械 の 日頃の手入れ

や,⑦機械の健康診断 (故障の点検)な どにつ い

て,知識や技術を身につけ,機械に強い人 に なろ

う。

1 機械各部の動きとそのしくみ (機構)の研究

つぎのことがらを,実際の機械につい てた しか

め, ノートに自分自身でまとめてみよう。

① 機械を動かすもとの力としては,どんなものが

使われているか。

② 回転運動をつたえるためのしくみ。

③ 回転運動を直線運動にかえるためのしくみ。

④ 回転運動を揺動運動にかえるためのしくみ。

(揺動運動→首ふり運動)

⑤ 回転の速さを変えるためのしくみ。

⑥ 回転する動きを,直角になった他の部分に伝え

るためのしくみ。

⑦ 往復運動を回転運動にかえるためのしくみ。

※図示の例

1鶉囃 嚇D

。矢印で動きの状態を記入する
。簡単な形で図示すればよい

(フ リーハンドでよい
)

2 機械各部の組み立てられ方の研究

機械は,いろいろな部品の組み合わせによって作

このプリントを,機械学習として, 4月第 1回

目の授業で全員に渡し,前文に関する解説をした

あと, 1,機械各部の動きとそのしくみ(機構)の

研究に収 り組ませました。学習の場所は,技術科

実習室。授業集団の構成は, クラス合併でなく,

1ク ラス単位 (男 女混成)で行いました。 (本来

は 2ク ラス合併,男女別で授業を実施するのです

が,年度はじめの臨時時間割中でしたので, 1ク

ラス単位男女共通で実施 しました。 4回 目の授業

からは, 2ク ラス合併男女別学習に切 り変わ りま

した。)

2年生の機械学習は何からはじめるのがよいか

が問題であるが,わたくしは,具体的な各種の機

械について,各部の動きとそのしくみを実際にた

しかめる学習からはじめることにしました。具体

的方法としては,実習室に備え付けてある木工お

よび金工機械 (自動送 りかんな盤,昇降盤,角の

み盤,ボール盤,せん盤)と その他に,自転車,

攪拌式電気せんたく機,手動式輪転機, ミシンの

脚部および頭部を別別にしたもの。自作の機構模

型数種を用意し,プ リン ト①～⑦のことがらを生

徒に自主的にたしかめさせ,各 自のノー トに記録

をとらせました。 しかし,い きなり「 さあや りな

さい」といっても生徒は困 りますので,①～⑦中

に使用していることばの意味,具体的機械につい

てのたしかめ方,た しかめたことがらの記録のと

り方,学習を進る上での安全に関する′ら構え等を

説明したあと,学習に取 り組ませました。取 り組

ませ方は,気の合 う生徒同士数人ずつ任意にグル

ープを作 らせ,その仲間と一緒に相談しながら学

習してよいことにしました。また,一つの機械を

―― ― ― ~



調べるための時間や順序などは特別に制限せず,

各グループの自由意志にまかせて,ォープンな形

で,自主的につぎからつぎへと機械各部をたしか

めさせました。その間わたくしは,適当に各グル

ープ間を巡回し,生徒の質問に答えた り,日 のつ

けどころや,図示上の助言をする程度にとどめま

した。

わたくしが, このような学習を,一番最初の段

階にもってきたのは,つ ぎの よ うな理由からで

す。 {1}機械学習として学ばせるべき内容はいろい

ろあるが,なかでも機構とい う立場から機械とい

うものを理解できる能力を高めることから機械学

習の第一歩をふみだしたい。鬱}教科書や黒板から

はじめる学習でなく,現実の各種機械にじかにふ

れさせ,多 くの具体的事実をたしかめさせること

により,理論的学習に取 り組むことを容易にした

い。に)教師の一方的指導でなく,生徒自身に意欲

的自主的活動の場を与え,主体的能動的学習をさ

せたい。に)自 分が自ら調べた り,予測した りした

ことが正 しかったとい う成功感を生徒にもたせた

い。それによって,さ らにつぎの学習への意欲を

もりたてたい。といった点をあげることができま

す。

また,なぜ機構に関する学習を,機械学習の最

初にもってきたかも説明しておかなければならな

い。 これに つ い て は,二つの立場から説明した

い。その一つは生徒の興味関′いの立場,他の一つ

は機械学習そのものの立場からです。機械 とい う

場合,生徒にとっては,ま ず,動 くものであると

い う点に最大の興味と関′いがわく。そして,そ こ

に機械があるとき,さ わってみたり,動かした り

したがる心理をもっています。したがって,いろ

いろな具体的機械に手を触れさせ,実際に動かし

ながら,各部の動きや し くみを学習させること

は,彼 らの興味関′いや行動′い理に合致するもので

あり,格別の抵抗もなく取 り組むこと力` 可 能 で
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す。一方それは,単に生徒の興味関′らに合致する

とい うだけでなく,機構に関する知識 を も った

り,機構を追究した り理解した りする能力をもつ

ことは,今後の機械学習を押し進める上で大切な

基礎をなすものであると考えているからです。

そ うした意味で, 4月第 1回 目の機械学習の授

業は,教科書,黒板などを使っての学習でなく,

プリント①～⑦に関することがらを,各種の具体

的実際の機械類にじかに生徒を取 り組ませ,た し

かめさせる学習を展開させました。 この第 1回 目

の授業で特にねらったことは,今後くりひろげよ

うとする機構学習のための具体的基礎資料を,各

種現実の機械から,生き生きとした形で得させよ

うとしたことです。

第 2回 目の授業からは,第 1回 目の学習で各人

が得たものをもとにして学習を進めるようにしま

した。

それは,プ リントの①～⑦の順に従い,生徒の

調べた結果を,自主的な挙手,あ るいは,教師か

らの指名によって,個個に発表させ,それをたね

にしながら学習を進めるようにしました。その様

子のあらましをつぎに述べてみることにします。

①でねらったことは,機械は自分自身で勝手に

動くものでなく,他から力をもらって動くもので

あることを認識させるためです。生徒にたしかめ

た結果を発表させると,人間の力で動くものと,

電気の力 (モ ーター)で動くものとがあることを

前回の学習で確認しています。 この理解をもとに

して,機械が動くためには,なんらかの動力が必

要であることを認識させます。

つぎに,われわれの先人は,機械類を動かすた

めの力をどうように工夫してきた か を考 えさせ

ます。人力あるいは畜力を利用して原始的段階か

ら,今 日の進んだ原子力利用の段階までを, ごく

おおざっぱではぁるが,いわゆる技術の発達 とい

う観点から機械と動力の関係を理解させます。最



後に,世の中には,目 的によって,いろいろな機

械が考え出されているが,今問題にしてきたよう

に,機械を動かすための力,つまり動力を作 り出

すための機械と,それによって動かされ,あ る一

定の作業をさせるための機械とがあることを認識

させ,前者のような目的の原動機,後者のような

目的の機械を一般に作業機とよんでいることを理

解させます。

②では,原動機に関する学習と関連をもたせな

がら回転運動を他の部分へ伝えるためのしくみを

理解させることをねらいとして い ま す。原動機

は,多 くの場合回転運動をしています。それを作

業機械に伝えた り,ま た,作業機械自体も受け入

れた動力を他の部分へ伝えることが必要であるこ

との認識をもたせた上で, ここでの学習にとりく

ませます。

生徒自身が前回,実習室において,調べたもの

では回転運動を他の部分へ伝えるための方法 とし

て, どのようなしくみが発見できたかを発表させ

ます。

ここでは,単に種類的 な も の を生徒にあげさ

せ,それを教師が黒板に書きまとめることで学習

をしめくくらない。回転運動の伝達に関する自作

教具,あ るいはベル ト,ベル ト車など現物も提示

活用しながら,各種回転運動伝達の特1生 を認識さ

せます。実習室でたしかめられた具体的事実,教

具の上で示される事実,それらを比較させながら,

各種の伝達方法の特性を追究させます。 ここで得

られた理解によって,さ らに,現実の各種機械類に

ついて,なぜそこではその方法がとられているか

を個々の機械について理解あるいは判断できる基

礎的能力を育てるようにします。しかし, この段

階では,さ らに学 習 の 視 野を拡大させます。す

なわち,機械は人間が設計して作るものであ り,

また商品として売買されるもの で あ る ことを加

味して,思考させるようにします。機械は,それ

を作るさい, 経済的な面 (例。安く作 りたい),

利用者の使用上の面 (例。だれにも扱いやすく,

また,故障や事故をおこしにくい)と いったこと

を考えに入れて作られているはずです。したがっ

て,そ うした観点からも機械類を理解できる能力

を高めることが必要であるといえます。

授業展開の具体的な点について, ここでは以上

の程度に一応 とどめていただいて,今お話しした

ような学習ステップをとったわたくしなりの考え

をつぎに述べてみたいと思います。

学習の進め方には,も ちろん,いろいろな方法

があります。それは,学習内容,あ るいは,指導

のねらい等によって,方法は違ったものになるは

ずです。理論的学習を一通 り済ませたあとで,そ

れを検証あるいは実践させることが望ましい場合

もあれば,理論的なことを最初の段階ではぬきに

し,ま ず,具体的事実を生徒につかませ,それを

学習のベースにすえて,授業を展開させる方が望

ましい場合もあ ります。わたくしは,後者の立場

をとって,機械学習, とりわけ,機械の動きのし

くみ (機構)の学習を取 り扱ってきたわけです。

そこにおける流れを簡単に示すと,つ ぎのように

なります。具体的事実を生徒につかませる一→生

徒各自によって集められた事実を学習の基礎資料

としながら,それらを相互に比較検討 させ な が

ら,本質的な面をぬき出し,一般化,理論化をは

かる一→ここで得られた知識理解あるいは迫究能

力を, さらに,具体的事実の究明,実践活動や創造

的思考活動に有効に利用させられるように育て高

める, という流れをもたせています。 こうした学

習過程において,モ ノラルな形での単なる知識と

しての知識でなく,ス テレオ化された知識理解や

実践的能力,態度の育成が期待できるものと考え

てお ります。

このような学習方式においては当然のことなが

ら,時間的な面が問題になります。生徒に主体を



おいた学習形態をとると, どうしても,時間がか

かって困る面が出てきます。そこでわたくしは,

二つのことを特に考慮 しま した。 その一つは,

“学習資料"プ リントを作ったこと。 これは,教

師が黒板にかく図を,生徒がノー トにかき移すた

めに費す時間を省くためのものです。中身は図ば

か りのプリン トです。学習中ノー トに図をかきと

らせること自体にも一つの教育的効果はあると思

いますが,図を書き移すことよりも,思考活動の

ための時間をできるだけ多くするために,図解プ

リン トを生徒各人に渡し,教師自体は,黒板に図

を書いても,それを各人が自分でノー トにとらな

くてもよいようにしました。 これによって,わた

くし自身も丁寧な図を黒板に書かなくても,簡単

な図で,生徒と学習のや りとりができるよさも出

てきました。もう一つは,自作その他の教具類を

できるだけ多く学習の場に導入 したことです。 こ

れは,学習の問題点を観念的でなく,具体的に視

覚に訴えることにより,ね らいとする学習効果を

質的内容的に高め,ま た時間的にも効果的能率的

なよさを示してくれるものと考え,理論的学習段

階ではできるだけ多くの教具類を活用することに

してお ります。

学習プリン ト③～⑦については,基本的に,以

上お話ししたことと同じ考えに立って学習を進め

ますので,く わしいことについては割愛させてい

ただきます。

学習プリン トの①～⑦が一通 り学習し終ったあ

と発展学習として,つ ぎのような学習を取 り上げ

ました。黒板に “発展学習"と 見出しを書いたあ

と,「機械は→」とだけ板書し,全員の生徒に,

「 この→のあとに,機械について意味の通る,一つ

のまとまりあることばを付けたしなさい」といわ

れたら, きみたちはどんなことばを,今までの学

習を基礎にしながら,つけたせるだろうか ? と

発問してみました。しばらく生徒に考える時間を

θ

与えたあと,数人の生徒を指名し,発表させてみ

ました。どんなことをいったらよいか,生徒はと

まどぅてお りました。そこでわたくしは,「とに

かく意味が通ることであれば,な ん で も よいか

ら,い ってごらんなさい」とことばをそえてや り

ました。その結果,生徒は気を楽にし,自分なり

に頭の中で考えたことを発表して くオしました。

「 機械は鉄でできている」「 機械はモーターで動

かされ,人間に役立つ仕事をしてくね′る」「 機械

は,人間やモーターの力で動かされ,人 間がする

よりもたくさんの仕事を,正確にしかも能率的に

やってくれる」などが出ました。ここでは,こ う

答えてほしいといった特定の期待をもったわけで

はあ りません。発問したねらいは, “機械"と い

った場合,生徒たちは, どのようなことを頭にえ

がくかを打診したかったのです。 しかし, ここで

の学習は,今までの学習の関連発展学習であるの

で,わたくし自身は,「機械は― 今まで学習し

てきたようないろいろのしくみ (機構)の組み合

わせからできています。きみたちが一般にいう複

雑な機械というのは,た くさんの機構がいろいろ

と組み合った機械のことです。しかし, どんなに

複雑な機械であっても,運動する一つ一つの部分

は簡単な動きをするものであ り,一つ一つの部分

のしくみ自体決して複雑なものでなく簡単なもの

です」といったことを理解させることにポイン ト

を置きました。

つぎに,機械 というものが,基本的に, どのよ

うに構成されているかを理解させる学習に取 り組

ませました。「 世の中には,いろいろな形や目的

の機械があるが,それらをみるとき,基本的に 5つ

の部分からできているということがいえます。機

械は基本的に 5つ の部分からできているといわれ

た場合,き みたちは,それをどのように判断します

か ?」 という呼びかけからこの学習をスター トさ

せました。これだけでは,生徒にとって,と りつく



ell

し,す があ りません。そこで一つの教具を使宜的に

1支 l'上 げ,「 これが動 くためにはなにが必要か ?」

をたずね,なにか力が働きかけられないと動かな

いことに気づかせ,機械自身の側からすれば,①

動くための力 (動力)を受け入れるための部分が

必要であることを把握させ,以下具体的に自転車

を材料にしながら思考判断させ,②受け入れた動

力を他の部分へ伝えた り,あ るいは,新 しい動き

を作 り出すための部分 (例。チェーンやチェーン

歯車), 0'伝 えられた動力や新 しく作られた動き

によ.)て ,目 的の仕事をするための部分 (例.後

車輪), C操作した り, 調節した りするための部

分 (例.ハ ン ドル, ブレーキ), C各 部を支えた

り, 固定するための部分 (例.フ レーム), の 5

つを,機械を構成する基本的部分とし一般化する

学習を取 り扱いました。この一般化した結果を,

さらに,せんたく機, ミシン, 自動車等に適応さ

せてみる学習や,同一の働きをする機械であって

4),それを作る設計者の考えにより,あ るいは製

作会社により,①～Cの どこかの部分に,独 自の

工夫研究がなされ,世にいろいろな製品が生み出

されていることへの理解能力も高められるように

学習の配慮もいたしました。

3年生の機械学習

つぎに, 3年生の機械学習はどのように扱って

きたかをお話しすることにいたします。

3年生の場合は, 2年生よりもさらに,生徒自

身に自主的実践的に学習させることを強化しまし

た。生徒には,「今年は大変不親切な授業をしま

すから,各 自が主体的自主的に学習活動にとり組

んで下さい。」 と申し伝えてあ ります。不親切な

授業とは,教師が一方 的 に教 える授業を少なく

し,生徒自身の主体的活動によって学習を押し進

めることを意味します。わたくし自身は,「まな

板とほうちょうとじゃがいも」だけは用意します

が,そ こから先,皮をむいた り, きざんだ り,味

つけした りは,生徒自身にまかせることを基本に

すえました。

教材は,ガ ソリンエンジンを扱ってお ります

が,単にガソリシエンジンに強い生徒を育てるこ

とでなく,機械に関する実践的諸能力を総合的に

高めることを大きなねらいとしてお ります。

まず第 1回 目の授業で,実物エンジンを始動運

転させてみせ, これからの学習の動機づけと原動

機に関する一般理解を得る学習を,第 2回 目の授

業で,教科書の説明をもとにしながら,グループ

別に実物エンジンを取 り囲み, ガソリンエンジン

のあらましに関する学習,第 3回 目からは,エン

ジンを分解しながら発見的追究的実践学習に取 り

組ませました。

第 3回 目の学習からは,別 紙 プ リン ト (表 2参

照)を生徒各人に渡し,それをもとにして,グルー

プ単位で自主的に学習させる方式をとりました。

一表2-

3年機械学習プリン ト No.1

日 シリンダヘッドをとりはずし,つ ぎのことがら

をたしかめなさい。

〔必要用具〕

① 箱スパナ (シ リンダヘッドのボル トはずし)

② 鋼 尺 (ピ ストンの行程測定)

③ 内パス, ノギス (シ リンダ内径沢l定 )

〔たしかめること〕

(1)シ リンダヘッドについて (教科書 p・ 13図 10,

11および p.48図 ⑤参照)

① シリンダヘッドとシリンダのあいだには, ど

んなものがはさまれているか。(    )
・そのはたらき⇒

② シリンダヘッドは,

定されているか。 (

何を使ってシリンダに固

)

③ 冷却ひれの働き⇒

(2)す いこみ弁・排気弁の動き

① すいこみ弁 (吸気弁)・ 排気弁は,ど こで区
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別できるか。⇒

② ピス トンと弁の動きの関係をたしかめ,下 の

表を完成しなさい。

〔エンジンの作動順序〕

(  行程)

※ このような作動方式の機関を (   )機
関という。

(3)シ リンダおよび行程の測定

① シリンダの直径 (内径)を ノギスおよび内パ

スで沢l定 しなさい。

① ピストンの上死点・下死点間の寸法 (行程)

を鋼尺で沢l定 しなさい。  LT(p.8図 5参照)

シリンダとシ リンダヘ ッドの固定のされかたと,

冷却ひれの働きをたしかめる。同ビス トンと弁の

動きの実態をたしかめ, 4サ イクルエンジンの作

動原理をたしかめる。レヽ排気量の計算とエンジン

の出力との関係を考える。しかし,理論的なこと

を事前に学習させておいて,それを実物エンジン

によって検証的にたしかめさせるのではありませ

ん。したがって,生徒は学習プリントに示された

未知のことがらを,実物エンジンおよび教科書を

参照 しながら,自主的 に追 究 しなければならな

い。学習のねらいは,前記И)～ レヽをたしかめるこ

とだけでなく,その学習過程において,具体的事

実から本質的なことを予沢|し た り,それを理論化

した りする能力を高めることも大きなねらいとし

てお ります。

具体的に学習をどのように進めたか,そのあら

ましをお話しします。グループ編成は,出席簿順

に機械的に番号で区切 り, 1グ ノし́―プ8～ 9名編

成。 6グループを作 り,ス クータ用 4サ イクルエ

ンジンを各グループに 1台ずつ与える。5o分 1時

間授業内でこの学習プリント内の課題を消化させ

る。50分の内,用具準備 や この 時間の学習の意

義,学習に販 り組む上の注意点の指導などのため

に平均15分前後ついやされ,実質的学習活動は35

分間前後でした。時間的に約30分あれば,プ リン

トの内容は,そ う気ぜわしくもなく,た しかめさ

せることが可能でした。注意点の指導では,分解

工具や測定具の扱い方,安全に関 す る′い得のほ

か,特にグループ内での,学習上のチームワーク

の点を強調しました。数人の生徒の個人プレー的

学習になっては国るので, グループ内で任意に,

責任分担を決め,メ ンバー全員が統一 され た形

で学習を進行できるようにさせました。学習プリ

ン トをもとにして学習活動の手順やたしかめるベ

きことがらを指示するもの,教科書の参考頁をた

しかめ活動に助言を与えるもの,それにしたがい

:|
(4}上記(3)の ①②の数値をもとにして,こ のエンジ

ンのりF気量 (行程体積)を計算しなさい。

結
果

算すること。

エンジンの (  )の大小は (

決定される。

3.14×
(あ ∴|≦

ダ
)×

rtti隆

)に よって

この学習プ リン トでね らった ことは,つ ぎのよ

うなことです。 シ リンダヘ ッ ドをとりはず してた

しかめられ ることだけに限定 したわけですが,7)

Iθ

II

1計
算式 1排気量ω =

(70=ギ )

※ D,S・ ……寸法単位をCmに して計

①
ｌ
ｌ
Ｏ

予燿呈

A

行程

B

行程

C

行程

D



分解工具や測定具を使用し,実質的活動面を担当

するもの,た しかめた結果を記録するもの等にグ

ループメンバーの責任分担を決め,能率的効果的

学習がとれるようにさせました。

こうした形で,各グループ ご とに共同学習さ

せ,一通 りたしかめがすんだあと,記録者の発表

をもとにして,結果を全員で再確認しながら,各

自が学習プリン トに正しい結果を記録整理し学習

を終了させるようにしました。

たしかめた結果については,教師が直接,つ ぎ

の授業時間において,解説的あるいは発展的学習

指導をせず,各人が自宅等において,教科書ある

いは参考書などにより自主的に学習を進めさせる

ようにしてお ります。したがって各人が積極的意

欲的に学習しないことには全 く収獲を上げること

ができないしくみになってお ります。普通の授業

のように,教師によって教えられ,あ るいは与え

られたものを受け入れていればよい受動的学習は

許されなくなり,能動的主体的に学習しなければ

ならないことが生徒一人一人に要求されます。こ

のことが最初に述べました “不親切な授業"と い

うことであ り,他の一般授業 といちじるしく異な

る点です。

しかし, 3年生の機械学習すべてをこのような

学習形式で押し通す考えではあ りません。今後学

習プリン トNo。 2,3,4・ …・・と用意し,エ ンジン

各部を具体的にたしかめ,事実に関する追究理解

を一通 りすませたあとで,それらを基礎に理論的

学習あるいは特殊から一般への発展学習を扱 う考

えで今後の学習指導を計画してお ります。

以上が,今年 4月～ 5月 にかけて,わたくしが

実施 してきた 2o3年 生機械学習 の あ ら ましで

す。きょうの話し合いの材料として, ご検討ご批

判をよろしくお願いいたします。

【討議のあらまし】

佐々木 授業組織の場合,発間のしかたや,問題

の出しかたなども十分研究されなければならない

ことだと思います。たとえば,解釈のしようで,

どのようにでも考えられる。ポイン トぼけした発

間は,よ くいろいろな場合にしがちですが,注意

しなければいけない問題です。発表の中に,「機

械は」とだけ黒板に書いて,それに続 くものを生

徒に答えさせるというのがあ りました。それなど

は,ま ずい一例だといえます。また, 3年生の学

習プリン ト中に,も られている問題をみると,シ

リンダヘッドの固定のされかたのこと,冷去「ひれ

のこと, ピス トンや弁のことなど,異質なものが

散発的に出てきています。これなども,あれやこ

れやと取 り上げるのではなく,一つのことを中′心

におき,それを系統的に段階をおってたしかめさ

せるようにした方がよかったと思います。

小池 基本的には,ただいまのご指摘通 りです。

3年生の学習の場合,シ リンダヘッドをはずして

たしかめられることに中′さをおいたのですが,た

しかめる内容が多方面にわたっているので,学習

としての一貫性に欠ける点,た しかにあるといえ

ます。昨年の場合は 。吸・排気弁とビス トンの動

作点検, 。シ リングの沢1定 と排気量計算, 。発電

機の点検, 。各部固定のされ方の点検などのよう

に,一つ一つ中′き課題を設定して学習プリン トを

作 りましたが,今年の場合,それを改め,あ る特定

部分をとりはずし,そ こでたしかめることを異質

なものもミックスして調べさせるようにした点,

大いに問題があると思います。

岡  「 機械とは, これこれこういうものである」

といった学習は,も っと機械学習の終 りの方にも

ってゆくことはできないものだろうか ?

向山 どうして最初の段階で「 機械とは」といっ

た学習を扱 うのがまずいのですか ? 最初に概念

を与えておいた方が,あ との学習のために役立ち,

効果的な学習を進めることが で き る と考えます



力:。

岡 早い時期に概念形成をさせることには危険が

あってよくない。教師は, 自分の頭の中にもって

いるもの,生徒にわからせたいと考 え てい るこ

と,それをそのまま早い時期に授業で出したがる

ものです。それはまずいことが多い。

佐々木 定義的なことを早く出すのは,わたくし

も賛成 しません。

岡 概念化や定義的なことは,最初の段階で,教

師によって生徒に与えるべきものではなく,いろ

いろな学習をすませたあと,最終の段 階 に おい

て,生徒各人が自然にまとめ上げられるようにす

るのがよい。

小池 わたくt/も その点,同感です。以前は,向

山さんと同じような考えを持ち,最初の段階で,

「 機械とはどのようなものか ?」 ということを生

徒に考えさせ,概念化させた上で,具体的学習に

入ってゆく学習方式をとりました。最近は少し変

ってきてお ります。さきほど発表したなかでもふ

れましたが, 2年生 3年生の学習とも, ことばや

文字による学習からはじめるのでなく,ま ず具体

的事実をたしかめ,それを学習資料としながら,

抽象的思、考,本質的理解へと導 く授業過程を特に

重視してお ります。いいかえれば,具体的な事実

に関する学習から出発して,いろいろと段階を追

い学習を進めて行 くなかで,教師がねらいとする

ことを,生徒に自然にわからせ,本質的なことが

理解できるような授業が望ましいもの と考 え ま

す。少なくとも機械学習では。

稲本 その点で小池さんの場合,機械のしくみに

ついてひととお り学習をしたあとで一つのまとま

りをもたせる意味の発展学習として機械とはこの

ようなものであるといった授業を展開しているの

であって,学習の流し方として,決して悪いとは

いえないと思います。

佐藤 要は子どもの認識にもとづいた学習展開の
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研究が必要だということですよね。

保泉 小池さんの場合,い くつかの機械を調べさ

せていますが,自転車といったように一つのもの

を段階をi皇 って扱 うゆき方はどういうものでしょ

っか ?

小池 白転車の分解整備学習プラス機械要素学習

といったことではなく,も っといくつかの機械に

具体的に応、れ,教材を特定な一つの機械に限定し

ないて,広い視野に立った機械学習を,今後大い

にllll究 することが必要だと思います。

水越 従来の機械学習と,き ょう発表されたよう

な方式とを,も っと詳細に,指導案なども資料と

して研究することも必要ですね。

後藤 今までの授業と今年実施の授業とで,生徒

の反応がどのように違い,期待する諸能力がどの

ように変わって伸びてきたかなどを評価する必要

があ りますね。

小池 その評価ですが, どんな観点からどんな能

力をどのように評価するか,科学的客観的データ

を出すことは,なかなかむずかしい問題ですが,

今後して行かないことには,望 ましい技術教育の

授業過程研究も意味をなさないことになると考え

ています。また,評価という場合,一般に作品の

評価やテス トによる評価を思い浮べますが,授業

過程の分析追究においては,文字通 り,授業実践

の過程において,生徒が学習活動に示す反応の分

析評価が重要な問題であると思います。

その点で,気づいた事実があ ります。それは学

習プリン トを使った 3年生の授業です。シ リンダ

ヘ ッドを取 りはずし,そ こでたしかめる学習とし

て,固定のされ方や,ガ スケット,冷却ひれのこ

となどを調べさせることが,第 1段階としてあげ

てあ ります。その学習行動を観察 していて気づい

たことです。シ リンダヘッドを取 りは ず したあ

と,多 くのグループで共通してみられたことは,

まずクランク軸を動かし,弁やピス トンの動きに



彼らの関心が向けられたという こ とで す。これ

は,教師の方で予定した第 1段階のことは,生徒

の行動の上では無視され,実際の行動は,第 2段

階でたしかめる,弁やピス トンの動きの方に向け

られてしまっていたことになります。

さきほど,「散発的ではいけない」,「子どもの

認識にもとづいた学習展開」という問題が出まし

た。

それは,授業の時間時間の中,さ らに, 1時間

内の個々のまとまりある部分部分の学習のさせ方

についても,事前に十分検討した上で,授業段階

あるいは学習順序の効果的配列をしなければなら

ないと,具体的事実をもとに反省 してお ります。

3年生の授業の場合,学習プリン ト内のたしか

める順序を,つ ぎのクラスからは,変更して取 り

組ませるようにしました。

佐々木 今の問題とは別のことになりますが,理

解させる内容や使用する言葉,あ るいは用語が正

確でないことがよくあります。そうした点はもっ

と厳密にしなければいけないと思います。さきほ

どの発表の中で例をあげてみます。機械は基本的

に 5つ の部分からできているという扱いをされた

ようですが,わたくしは, どの機械にも共通する

基本的な部分としては, 3つ とするのが正 しいと

考えます。つまり,動力を伝えるための部分,作

業をさせる部分,各部を固定保持するための部分

の 3つ です。「 調節したり操作 した りするための

部分」などは, どの機械にも共通する主要な特長

とはいえません。最近の進んだ機械,た とえばォ

lト メ化された機械などでは,それは主要な特長

としてあげられますが,簡単な機械や,発達史的に

初期のものでは,そ うした部分を見ることができ

ないからです。また,言葉使いの面ですが,「仕

事をさせるための部分」とい うの が あ りました

が,こ れは「仕事」でなく「 作業」とすべ きで

す。作業することを,よ く「 仕事」をするといい

ますが,「仕事」と「 作業」とは区別して使わな

ければいけない。物体の重さに運動の距離をかけ

たものが「 仕事」であって, これを「作業」と混

同して使 うのはいけない。

佐藤 たしかにいわれる通 り,「仕事」と「 作業」

とは別のものですよ。

小池 機械の構成について,わたしは以前,調節

操作の部分を考 え に入 れず,4つ の部分を学習

で扱 うだけにしてお りました。しかし,今 日の機

械類を み る と き,調節や操作の装置を無視して

は,各種機械を理解できない段階にきている。た

しかに,各種の機械に共通した,機械構成上欠く

ことのできない基本的なものではあ りません。そ

の点は,実際の授業のときも,発達史的に初期段

階の機械を例にとりながら,いかなる機械でも必

ずこの部分を欠かさずもっているものでないこと

には触れるようにしました。機械として絶対欠か

せないというものはありませんが,今 日の機械一

般を考えるとき,調節や操作に関する部分をぬき

にしては,機械の構成を十分理解させることがで

きないので,あえて基本的なものの中に合めて扱

うようにしました。

佐々木 今後,「授業過程」の研究をさらに深め

てゆくには,生徒自体の活動面の分析 と授業を成

立させる諸条件の検討に,す るどい眼を向けてゆ

くことが必要です。

(文 責 OK)



技術科教育の本質と授業過程 ―その2■

一一―――‐―――‐――‐2        研ヽ 究 部一一――

I 技 術科教育 の本質 と授業 過程

1 問題状況とテーマの意義

佐藤頑一氏も述べているように,中等教育にお

ける技術教育の意義や本質について究明する必要

性が今ほど感ぜられるときはない。

このことは, とかく,技術科をめく
゛
る研究状況

が,原理論の抽象論か,授業のきめのこまかさに

終始する授業の技術主義におちこみやすいきらい

があるからである。

こうした状況を抜けだすためには,現場の実践

に依拠 し,授業のひとこま,ひとこまに現われる

「 具体」や「 現象」を客観化していく原理論が必

要になるし,その原理論に検討を加えながら,具

体的な実践に置きかえていくための方法論が必要

である。

今まで思考の問題 として,創造的思考とか,技

術的思考 とか,思考過程とかが問題にされたが,

統一的な概念規定もなく,言葉がひとりあるきを

はじめ,具体的実践の内での思考の検討は少なか

ったように思われる。

また,教材教具の重要性は,本教科においてき

わめて重要な意義を持っているし,こ の研究は本

連盟が以前から続けて研究をしてきた こ とで あ
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―一 I提 案 と討 議 :

る。しかし,こ れらの教材や教具がどういう意味

を持ってお り,技術科教育の方法だけでなく,そ

の内容にどのようにかかわ りを持っているのか,

教科の本質と教育方法にかかわる問題としてとり

あげられてこなかったので は な い かと反省され

る。

文部省教育課程研究集会でも,教材が指導の流

れの中でどう位置づけられるべきかを本年度のテ

ーマとしているが,あ くまで学習指導要領の域を

出ないよう都府県段階や地区の事前研究で,行政

指導がなされていると聞く。これでは,いぜんと

して,授業の方法論と教科の本質を切 りはなすこ

とにより,研究の範囲を限定し,質を低下させて

いる。

こうした中で,民間教育団体が真の意味での研

究の自由の保障を確立し,教科の本質 と毎 日の授

業を結ぶ方法論の検討を深める必要がでてくる。

2 授業の組織化の手続き

(1)教材の科学性の検討

υ}教育的系統性や順次性の検討

13)生徒の認識のたかまりの契機はなにかの検

言寸

(4)それは生活にどのよ うに くいいっていく

か 。



に)に ついては機械学習や電気学習における基礎

的事項はなにか,教材としての科学性の検討とい

うことである。

レ)は こうした教育内容の体系なり学問体系の記

述がそのまま教育における順序を示すものではな

い。ウシンスキーは, このことについて,「知識

の科学的系統」から「教育的系統へと改作するた

めの理論的基礎」の探究の必要性をといている。

またコメニウスは,「きょう学 ぶ こ とは,すべ

て, きのう学んだことを定着させるとともに,あ

す学ぶことのための道を開くように,すべての学

習は間断なき順次性をおっておこなわれなければ

なら.な い」と述べている。

教育における「漸進1生 と連続性」の問題 とし

て,発達段階にみあうステップの設定がのぞまれ

る。現在わが国の技術教育は科学の系統そのもの

と,教授の系統の同一視ないしは混同が一方にあ

るばかりでなく,科学と教育は別であるというま

やかしをし,教育内容そのものの科学性の検討の

軽視の風潮をひきおこしている。教材 の科 学1生

か,教育の順次性かという問題の設定それ自体が

ひじょうなあやまりではなかろうか。

(3)は,授業過程のなかで,生徒の認識がどのよ

うな契機にたかまりを見せるのだろうか。今まで

の教育学はつぎのように教えてくれる。以前に習

得しているものと,新しく与えられた,経験した

事態との間の諸矛盾を,教師自身が意図的に生徒

の課題として与えること,その問題を生徒自身が

自らの矛盾としてとりくむところに認識の高まり

がみられる。

たとえば,「鉄はかたい」という生徒たちの知

識にたいして,それをけずるにはどうしたらよい

かという課題は,ひ じょうに多くの問題を提出す

る。旋盤で丸棒をけずる際の切くずの流れるさま

を見た子どもたちはそこでどのような変化をきた

すのだろうか。

丸棒のやすりがけをして,あ とlmmけ ずれば

よいと思い,少 しけずっては,ノ ギスではかってみ

る。まだだめかと嘆息をもらす生徒が, lmmと

はこんなにも厚いものかという実感を持つであろ

う。こうした実感とノギスやマイクロメータによ

る計沢1を 通した精度概念を結びつける必要があり

はしないか。

に)は技術科教育が概念的なものでなく事実にも

とづいて学び,「生徒たちの経験 している困難を

あばきだし,それを生じさせている諸条件を明ら

かにし,かれらの知性の発達を促すであろうとこ

ろのこれらの困難を生徒たちが自主的に克服する

方法を発見する」 といった,「認識の方法の習得」

を通じて,将来ぶつかる諸問題を弁証法的に解決

していく能力を身につけさせる必要がある。この

視点についても「 生徒の認識の可能性に相応」す

るものでなければならないし,いろいろな事態に

対する可応性 (こ の言葉は熟 していない)を持つ

よう考えられなければならない。

3 今までの研究でかけていたもの

実践的な能力を育てるばあい,教師と生徒の側

から考察はなされてきたが,生徒相互の間でどの

ような相互形成がなされ,小集団なリグループの

メンバー構成が意図的に,技術の認識を高めるた

めにどのような意味を持っているかの検討が少な

かったと思 う。

いわば,技術教育における集団主義教育の視点

である。

教師の一方的講義 指導の個別化



○
°

教師と生徒,生徒 と生徒,集団と教師の間に現

在 どんな授業の展開が見られるだろうか。

lAlに おいては平均化された生徒ひとりひとりの

能力は軽視され,7と しての個体への情報の一方

的伝達である。 A′ はこれに反省を加え,生徒の

ひとりひとりは能力がちがうとして,いろいろな

教材の与え方をかえているという積極面はある。

しかし, い ず れ も,教師の一方的な講義という

one way processで あり,教授学習が成立して

いないし,更 に重要なことは,ひ とりひとりの生徒

が「 となりはなにをするものぞ」 というほどでな

いとしても分裂させられている。いわば生徒は,

「 孤独なる群衆」という状態におかれる。

機械を使い,班の共同責任の課題をめく
゛
って,班

長を責任感や実践性,企画性,技術的能力,知識

などから考えて,入れ変えることを教師に願いで

るという事態が若干みられたし,工具の紛失破損

をめぐって,相互の役割点検を行った り,設計の

話しあいで,民主的な手続きが不可欠なものであ

ることも知るようになった。

本立やブックエン ドの設計についても,個人個

人でやったから生徒の創意性がのびるということ

は言えないし,む しろ集団思考 の な か で多面的

な,も ののみかた相互の主張の間の矛盾をどのよ

うな分析的な方法で解決 していくかということが

でてくる。また, 自分の意見を通 したいというこ

とで,教師の権威を求めにくる生徒がいた り,逆

に教師の一面的な見方に対して,生徒間相互の矛

盾や教師と集団との矛盾が提出される。この矛盾

をどのように解決するかという過程に生徒や教師

の認識の高まる契機がないかどうか。こうした視

点の研究が大切である。

また,本年度のテーマを検討している過程で,

つねに問題になることは,「授業の実証的研究の

欠如」である。教師の教授プランとゾルレンがあ

るけれども,授業の結果は必ずといっていいくら

い,ずれがあるのである。それは教師のプランが

観念的であつたばあいもあろうし,生徒の実態を

知らなすぎるということもあろう。ここで授業の

実践の記録を克明にとっていく必要がある。

Ⅱ 技 術的認 識の成立過程

一一授業過程の研究―一

ここでは,授業過程を生徒の技術的認識の成立

過程にあわせて構成すべきではないかという考え

方にもとづいて,加工学習を中′とヽに考えてみる。

わたくしの過去10年余の教育実践の中で,わか

り得る範囲をすじみちをたてて追 う型をとるが,

(B)では授業の中で生徒の能力に応 じて質問を

出した り,課題を与えた りしている。そこで,生徒

と教師の活発な相互活動 (two way prOcess)と

しての教育の営みとなる。そして教師は生徒の反

応から,質問のしかたのまずさ,課題の不適さを

学んで,つ ぎの授業に生かしている。良′い的教師

はみなこのlBlの形態まで努力しているであろう。

しかし, ここでも生徒が互いに行 う協力関係や相

互作用についての検討が欠けている。

わたくしのわずかばか りの経験からではあるが

lClの形態をめざしていながら,生徒の小集団の リ

ーダーの選出から,授業過程の中での相互のたす

けあいの関係など,教師との関係についてすっき

りした考え方を持つにいたっていない。

リーダーや工具係をジャンケンできめるという

生徒たちが,班ごとに物を設計した り,工具や,

16
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以下表に示す よ うな技術的認識の成立過程は,

「 理論や法則学習が,オペ レーションや作業 と

切 り離されて成立するので は な くて,目 的行動

や,運動感覚の統一を前提にとりこまれる」

という考え方に立っている。

① 切削についての認識の発達

表 1

のこオペーー小箱の製作―一手が ん なの用法一―

[切削に必要な力〕――板材によるこしかけ 0本立の
※刃とぎ―→地がねと工具鋼

製作―一金切ばさみオペーー箱型容器―一※鋼と鋳

鉄―一ブックェンド製作 (木工せんばんオペ)一一
※機 械

〔木工用バイトにおける。刃先角・切削角・逃げ角〕

一一せんばんオペ,ボ ール盤オペーー

(注)表中の (  )で くくったものは,分析的な

識別をともなう作業,〔  〕でくくっものは理論

や法則学習分析,か っこなしは作業や目的行動 ※

印は関連認識,オペ→オペレーションの略

〔説明 1〕 たとえば板材をのごりで正確に切 り

なさいという課題を与えれば,仕事の過程で,歯

の大きい方でひくか,イ さヽい方でひくかという間

題がおきてくる。そこでたてびき・ よこびきの識

別 という分析的な識別なしには作業がうまくいか

ない。こうしたオペ レーションを前提にして小箱

の製作のために材料分害Jを行 うが, このばあい
,

切削抵抗,切 りやすさと 〔のこきりの引込み角〕

が理論的にとらえられるといういうように表を読

みとってほしい。

〔説明 2〕 つぎの図はのみきざみのばあいの刃先

であ り,ハ ンマで加えた衝撃力がどのように分散

するかを示したものである。

①はのみの柄の心をたたいたばあい,刃裏の方

を上にしたばあいであ り,②は刃裏の方を下にし

たばあいである。これにたいして,③はたがねの

ように両刃のばあいを指している。分力と刃先の

進む方向を考えさせる。

〔説明 3〕 説明 2で も述べたように,個々の断片

的な知識はいかに多量にあっても,技術的能力を

高めるためにも認識を深めるためにも有効とはい

えない。これらの個々の分析が互に脈絡をつけて

いく必要がある。

旋盤でバイ トにかか る主 要 三分力を学ぶばあ

い,本工旋盤による丸棒 (木材)けず りが中間項

の役害Jを はたすと考える。すなわち,手に感ずる

力から生徒が学びとったものと,金工旋盤のばあ

いの主要三分力をつなげていく必要がある。

刃先角について考えてみると,本工旋盤でバイ

トを水平にしたばあいは,剪断作用による切断が

おこなわれるばか りでなく,危険でもある。した

がってバイ トを0のように傾けることになり,逃

げ角, すくい角を考えると必然的に刃先角も 45°

以下にならぎるを得ない。この関係を手がんなで

②

多場削角
約 先角

=三浮上①
逃 げ角

考えたばあいは,図⑦のようになる。これは図⑥

を矢印のように回転させたと考えればよい。

② 構造と材料についての認識の発達

①とかさなって

ゝ

⑦⑥

f之
C

ギ 2-
C,       c



直線挽き・直角挽きオペーー (の こ引き抵抗の識別

と材料硬さ)一一 くぎと接着剤―一〔接合部にはたら

く力・荷重の大きさと方向〕―一一〔てこ・三角構造と

力の分散〕一一〔木材 の方 向性・断面形状と強度〕

一一 (木板と鉄板の比較)一一 〔トタン加工による断

面形状と強度・加工硬化〕一一応用製作

〔説明 4〕 構造と材料については,製作過程で,

①とかさなって表 2の ようなすじみちをたどると

考える。接合の強さに例をとると,釘や木

ねじの接合より,接着斉Jを併用したばあい

は接触面積がひろが り,力が分散するため

に強度が一層ます。また組みあわせ方によ

ってそれぞれ,どれほどの強さになるか,少

々ラフであるが,ばねばか り(Max 24kg)

を用いて試験してみた結果はつぎのように

なった。

③④について詳細ははぶくが,教師が本

から学んだ知識にこだわって,事実にもと

づく学習を軽視し,観念的な授業にならな

いようにすることがのぞまれる。話題のひ

足の長さ一定

3mmぐ らつかせるために必要 な力

A(6.4kg)       Al

A3(1・ 2kg) A., (4.4ks)

B(0.8kg) Bl(2.5kg)

C(1 2kg)

l) (0.8kg)

とつとして,たがねによって切断したばあいの切

回の問題がでたが,読者はこの問題について,押

切 りでlmm～2mmの厚

さの軟鋼板を切断したも

のと比較して観察 してい

ただきたい。

またくりかえし述べる

が,技術科における認識

過程は,知識が切 りはな

されて成立するのではな

くして仕事や運動感覚と

の統一を前提として成立

するのであ り, きわめて

複雑なものである。単な

る技育旨プラス知識ではな

いのである。

表 2

A2(2 kg)

Cl(24kg↓ )ス 11)

(1.2kg)

イ́/´~´

⊃

ブ

Iθ

Dl(24kg以 Jl)

A: (2.2kg )



③ 材料認識の発達

(①・②を前段階とした中段階)表 3

①・②一一〔鋼と鋳鉄の属性〕(切削加工……いもの,

しんちゅうをふくむ)一― 〔工具鋼〕一―ねじまわし

の製作一―機械材料 (後段階) 詳細略

④ 機械学習……技術的認識の確立…機械に対

する認識のみにとらわれてはならない

表 4

工具の発達と機械 (社会的背景があることにふれて

おく)………木工機械・ボール盤・せんばん仕事の経

験が前提にあること

|※ 分干繋露管曇
動かんな・木工せんば

機械運動と作業の特質……:特殊から一般へ

1運
動形態の分析 0運動量の変化・精度

それらを糸区続させるための構造と材料………一般から

特殊へ

1計
測と製図・機械要素・機械材料・

加工法のさまざま・機械の発達・オートメ化

テス ト問題の中から

た か ね て正 し く L/」 断 した は あ いの LIJ L l

切落された側の切 口

討論「授業過程の研究はどう

あるべきか」

経験と技術的認識

B さきほどの提案で,理論から入るとい う考

え方が批判され た が, 生徒の発達段階から考え

て,経験を通して学んだ認識はたしかである。

もう一つの点は,教師は教授のプランをしっか

り立てていると思 うが,実際に教えてみると,ず

れがあることが,ま まあったようだ。これは当然

のことで,こ うしたずれを追求していくところに

研究のあ り方があ りはしないか。

K 経験の重要さはわかるけれども,経験その

ものに価値があるとは限らない。 6月号の授業記

録に生徒が 1円貨が水に浮んだという経験を比重

に結びつけてしまっていた例があったように,経

験は正 しく授業の中に位置づけられなければかえ

って有害だ。

C 経験か理論かという議論はおかしいのであ

って,経験をどのように組織化し, どこで一般化

するかが問題である。

F 教えたい理論はたくさんある。

たとえ精選したとしてもかなりあるの

だが,教師が教えたいことは生徒がす

く
゛
わすれてしまう。

さきほどの提案で,教師だけが矛盾

を認識していても,生徒自身の矛盾と

して課題の意義がわかっていなければ

と思 う。

物を作る過程そのものの中に技術的

な認識の成立過程があると考 え られ

る。もちろん中学校段階では, うまく

作るとか,道具の使い方に習熟すると

ころまではいかないで, じょずに使 う

ということが大切だろう。このばあい

じょうずにとい うことは結局, 「 理に

かなったものである」 ということであ り,法則性

とい うものにつながるのではなかろうか。そヽのた

めに絶対に必要なものとして,オペ レーション
,

かんさつ;実験などが重視されなければならない。

「

ヒ



2 授業の記録の必要性

B いろいろ意見がだされているが,経験 と理

論との関係等は授業の中でよく記録して,その結

果判断しないと客観化できない。

K ゎたしは今までの授業の反省の意味を含め

て,授業の記録をとっている。その結果わかった

ことだが,教師の意図はどうも直線的で,強引な

んだ。自己批判になるのだけれども,板金を万力

でくわえてたがねで切断するしくみを,せんだん

作用によると考えさせようとしたら,万力は刃物

でないとか,刃が くさびのようにくいこむように

するために両刃になっているんだという意見がで

てくる。

これ自体はひじょうに大切なことで,生徒の方

が正 しくとらえているばあいさえある。 1つのオ

ペレーションをとってもそこにはいろいろな条件

が入ってきている。

E 事実にもとづいて,その技術の主要な側面

に注目させる必要があると思 う。

D 今の話で,押し切 りで切っても,切 り落さ

れた方の切口などあまり意識していない。ただせ

んだんとい う言葉だ |ナがひとりあるきしている。

これは大いに反省すべきだ。自分の授業や仲間の

授業を記録しあうことが大切だ。

3 授業のねらいと評価

J 加工学習ではどんな能力をつけるかという

ことと,さ きほどの経験や理論との関係はどうな

っているんでしょうか。

K 教育内容でおさえるか,能力指標でおさえ

るかというのは尺度がちが うのじゃないか。

結局はどんな能力をつけるために, どんな内容

をということになるのだろうし,ま た授業の記録

では,どんな内容をどんな方法で与えたら,どんな

能力がついたかという観点が必要なんでしょう。

2θ

J 電気や機械というのは,教育内容について

かなりすっきりしているが,カロエ学習になるとひ

じょうに多様性にとんでいる。

L 製作過程のなかで,技術的能力が育てられ

るのだけれど,知能には,行動知能と知識の知能

があるという考え方がある。技術的な認識という

のはそれが総合されたものであろうと思 う。

4 実証的研究の必要性と問題点

D 今までに,授業の記録の必要性や,認識と

か知能とかがでてきたが,みなさんご存知の方も

多いと思 うが, 」addの実験がある。そうした考

え方を技術科に生かせないだろうか。

Jaddの研究  水中射的

20inch  40inch
A 光の屈折を教えたばあい  △   △

B  〃 教えないばあい  △   ×

水中で 20inchは なれていたときは, A, Bと

もあまりかわらなかったが, 40inchに なると光

の屈折を学んだグループがよい結果となった。理・

論を与えるとか一般化をはかることはどういう意

味を持っているのか,ま た,こ れをどの段階で与

えればよいのか。たとえば理論なしでやって,失

敗を重ねたが,理論をそこで研究したことによっ

て成功 したとか,最初から理論を与えたばあいは

忘れてしまうとか・・…。いろいろまだまだ実証的な

研究はできると思 う。

E ただ,それが理科や数学のように単純化さ

れたものであ り, その keyがわかっているばあ

いならや りやすい。たとえば,数教協のように新

しい体系でやったばあい,は っきり在来のや り方

とのちがいが明らかになるという実証をしてるわ

けでしょう。

技術科で|ま まずその実証的な研究に先だって
,

どの要素,た とえば,たがねで材 料 を切るばあ

い, たがねの刃先角に関する知識が keyに なる



の力、 それとも, 切削角についての知識が key

になるのか,それらの切削理論の体系の中で何が

もっともkeyに なるかの検討とそれにもとづく,

大量な実証的,継続的研究が必要になる。

5 技術認識と社会経済的視点

J 本質的なこととして,技術科で労働を教え

ることは大切だし,社会経済的視点が欠如してい

ることに大 きな問題がある。

E ゎたしも労llllを 教え る こ とは大切だと思

う。しかしながら,労働は知言哉として教えること

はできないのではないか。やは り労働体験のなか

で学ぶべきだと思 う。

それから社会科学的な視点とは別 l■ ,知 1識 とし

て経済の発展法則を教えるとか,技術の社会的性

格を講義するということではないので|ま ないか。

結局,技術科の教師自身が社会科学的なものの

み方考え方を身につけ,授業の中ににじみださせ

るようにし,ふだんの授業の中に組織的にとり入

れていくことだと思 う。

K たとえば,設計 1つ を例にとったばあいで

も,費用について考えることを軽視してはならな

いだろうし, もし売るとしたら……自分の労賃の

ことも考えさせなければいけない。大量生産方式

のばあいにとられている形を,手作業になんらの

検討なしに入れることはおかしい。たとえばブッ

クエン ドのしたの部分を何故円形に切るのだろう

か。平たがねで切るときはむずかしいのだから,

能率上からも,直線

部を多くし, ドリル

で穴あけする工程を

へらし,たがね切断

を容易にしていく必

要があるのではない

だろうか。本来技術 とは総合的判断力によって裏

づけられなければならないのだから。

C 栽培学習において,除草を手でやらなくな

ったことを労働節約的な技術 と見ていくような見

方が教師にあれば認識の質はかわってくる。

E たしかにそうだが,危険なことは,技術の

発展をどうも,プ レスを使えば便利だからプレス

になったとか, トランスファーマシンを使えば便

利だからという,単純な能率主義だけで理解させ

ては困るということだ。わたしはこれを「 便利史

観」 とでも呼ぶべきだと考えているが, トランス

ファーマシンを入れるために,その機械の減価償

却のことや,それを稼動したばあいの生産量と市

場の問題とか,その機械を入れ うる資力とか……

いろいろな問題があるはずであって, もっと広い

視野にた た ない と,教科書の前後についている

「 機械と生活」のような単純な,機械の進歩がた

だちに人間を幸せにするようなあやまった理解の

しかたを生徒におしつけることになる。

D 物事の矛盾 とその解決が技術の社会的倶」面

にふれざるを得なくなっている。

技術の本質を教えたいという教師の姿勢が授業

の中ににじみでてくる必要がある。

E それぞれの技術においても,社会の進歩と

のかかわ りあいでみていくのだから,年表をおぼ

えるというのでない技術史的な観点が大切だ。ど

んな矛盾があ り,その矛盾をその社会ではどのよ

うに解決 しようとしたかとい う点だ。

子どもたちは,技術の発展のあとをたどるよう

に経験を通し,それを体系化してまともな力をつ

けていくのだと思 う。だから知識として社会科み

たいに労働について講義したのでは本 11の 力にな

っていかないと考える。

(文責 OM)

21



技術科の性格と授業の組織

― 労 働 過 程 の 教 育 的 意 義
―

禾ロ泰田西

1

教育の範囲は,生産力の増強と生活水準の向上

によって,拡大される傾向をもっている。ことに

現代のように,科学技術の急速なる発達と,技術

革新は,生産組織に変化をもたらすだけでなく,

人間の生活全般にわたって,大きな変化を生じさ

せた。このような社会人間を適応せしめるには,

それに応じた教育の内容が要求される。文芸復興

期の教養が人文的内容であったように,現代にお

いては,生産的労働 としての教養が必要であり,

それを如何にして養 うかということが,教育の中

心課題となる。

中学校の教育内容の中に,技術・家庭科という

新しい教科を生み出し,職業・家庭科を発展的に

解消せしめたのも,今 日の産業社会の要求による

ものである。実生活に役立つ仕事や,全産業分野

を羅列したものも,そ うでないものも,全てが包

含されていた。このような内容をもとにして,指

導計画をたて,授業をすすめてみても,国民経済

の改善と生活の向上をはかるという期待に沿 うこ

とができない。さらに経験主義にもとづいた生活

経験単元の展開では,基礎的な能力を養 うのに,

不適当であるという厳しい批半」を受けたので あ

る。そのために一般教育としての技術科では,何

を何によって,どのように指導すべきか につ い
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て,理論的・実践的研究が続けられてきたのであ

る。まず基礎的技術の意味が問われ,原理 0法則

を重視 した。次に基礎的技術を含んだ教材を,如

何に系統づけるか,そ れぞれの教材の持つ意味を

授業を通 してたしかめていく仕事が続けられた。

この過程で,技術の基礎 としての技術 学 の初 歩‐

を,系統的に教えるという立場にたった実践もで

てきた。 これに対 して,文部省の研究会において

見られるように,仕事の中の技術学的知識を整理

し,それ らを含んだ教材を,生徒の認識の順次性 |

に従って配列し,創造的思考力を養 うように努め

たものも数多い。

最近は特に技術学に根拠をお くということに議

論が集中し,一般にそのような見方が強まってき

たといえる。 このような状況が,技術科の発展の.

ために,果たして好ましいことであろうか。技術
:

科で学ぼせる基本的なものとは一体何であるかに

ついて考えなお してみようと思 うのである。

2

学習指導要領に,「近代技術」 という言葉が用

いられているが,人によぢてさまざまに解釈する

ことができる。 このことが指導計画をたてるとき

に,大きく影響 し,叉同じような教材をとりあげ

てみても,結果において異ったものがでてくるこ

とになる。



大阪府科学教育センター研究報告集 7号 (38年

3月 )にて,技術科の担当者に「基礎的技術 と必

要な技能は同じ意味 とお考えにな りますか。また

違っているとすれば,それぞれ どう定義 し,どん

な差異があるとお考えですか。」 というアンケー

ト調査を行いその結果を報告している。それによ

ると,「①技能 とは理解によって得 られたものを

技術的に実用化する能力,②技能 とは実際的な行

動性をいう。すなわち熟達度が主体 となる。」 次

に技術について「大体同じ意味 と解する。技術は

基本的であるのに対 し,技能は個別的である。技

術は原理や理論を理解 していることが必要条件で

あるが,技能は直接的・実際的である。技術は生

活に直結 し,役立つものでなければならないが,

技能は総合的なものである。」 というようにまと

められていた。

技術 とは何かと,改まって聞かれると,こ れは

大へんむずかしい。技術論論争においても,技術

とは「 労働手段の体系」であるとす る もの と,

「生産実践における客観的法則性の意識的適用」

とする二つの概念規定が相対立 している。労働手

段説をとる中にも,手段を体止態でとらえれば,

道具や機械であって,運動の過程でとらえたとき

に技術になる。だから「過程 しつつある手段」が

技術であるとするのもある。 このような技術論か

ら離れて,技術 とは手段で,技術的知識と技能か

ら成 り立っているとい うのもあるし,科学の応用

だと割 り切っているのもある。また技能 と技術の

区別については,技能は習慣的に無意識的にくり

返 していると身につ くが,技術は客観的意識的な

ものであるとし,生産に科学的要素が多 く取 り入

れ られると,技術が多 くなって,技能がだんだん

と少 くなってくるといったように考えるむきもあ

る。 こういうことが,技術科の指導に反映 してく

ることはいうまでもない。真空管をやめて トラン

ジスタを教えよとい う説も技術や労働などの見方

の相違に源を発していると思える。

今ここに,「技術科は技術学の教育であって技

能の教育ではない」 という立場を設定 して,考察

してみよう。技術学の系統を大切にするとい うこ

とは異論がない。現代の生産や,技術を理解する

前提 として,自 然法則の深い理解がなければなら

ない。近代の生産においては,労働手段 としての

道具は,機械に変った。機械は人力を自然力に変

え,経験的熟練を自然科学ないし技術学の意識的

適用に変えた。技術学においては,生産過程で利

用 し得る自然現象,自 然や,自 然法則,自 然科学

の成果を総括 している。生徒にこのような生産の

原理 としての技術学的知識を与えないで,伝習的

技術の熟練のみを目指す ことは,現代の産業社会

に適応することはもとより,改善することなど至J

底望み得ない。技術科は単なるや り方主義,手工

業見習に落ち入ってはならない。この主張はたし

かに正 しい。 しかし,技術学の大系を も とに し

て,技術科の内容を選定 していくとき問題が生じ

てくる。

技術学 とは,普通工学 と農学を含めていわれる

場合が多いが,工学を例に考えてみても,生産実

践上の課題があま りにも複雑なため,取捨選択が

はなはだむずかしい。また栽培,製図, 本 材 加

工,金属加工,機械,電気,総合実習というよう

に範囲が広いので,技術学的知識は一層薄められ

て,指導過程におろしてきたときに,表面をさっ

となでて通過 してしまうことになる。

科学技術の復興,人間能力の開発 という鐘の音

に調子を合わせて,技術学の系統を持ち出すこと

は,大へん魅力的であるけれ ども,現在の産業社

会の状態をそのまま保持することに奉任する結果

になる恐れがある。戦前戦中を通してそのような

事実が見 られた。技術学的知識において比較的豊

かであっても,他方において社会科学的知識や豊

かな感情を欠いた空疎な頭脳の人間を作ることに
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な りはせぬかという懸念を抱かざるを得ないので

ある。

技術科の終局のねらいが,労働についての正 し

い見方,考え方を養い,実践的な能力を養 うとこ

ろにあるとすれば,技術についての科学を教える

だけでは,こ のねらいを達成すること力ゞ で き な

い。それだけでは単に知識を詰込まれた缶詰であ

る。缶詰はいくら外観がよくても,ふ たをあけら

れないものは価値がない。それ と同様に,知識を

詰めただけでは生きた力 として働かない。

技能や実践を抜き去った技術学の教育は,実験

という手段を用いたとしても,生徒の主体的な実

践力に転化するかどうかはわからな1/1。 むしろ生

徒の認織能力と結びつかず,技術科 とは,き わめ

て難解な教科であるとい う印象を,生徒自身が受

け取るであろう。 これでは技術科 という教科の中

で,現在の産業社会における矛盾をそのままの形

で再現 したような人間疎外が生じることになる。

技術学はまた労働過程ないし技術的実践の過程

において生じてくるさまざまな問題,す なわち経

済性や,作られたもの,さ らに労働の価値などを

取 り去 った抽象化された概念である。 したがって

このような捨象された面は,全 く浮び上ってこな

いわけである。椅子を作る場合,も し経済性や価

値を取 り去ったらどうなるだろうか,脚の太さは

40m mで も80m mで もかまわないわけである。太

いほど丈夫である。 しかし,必要以上 に丈 夫 に

することは無駄である。 どれ位の大さ にす れ ば

最 も経済的,合理的であるかを考えね ば な らな

い。そのためには材料の技術学や,力学などの諸

法則を総合することが必要 となってくる。また,

その製品が人間の肉体的精神的能力を駆使 して作

られたのであるから,計画から完成までに要した

時間が問題にされなければならない。時間によっ

て労働の価l●Lが きまって くる。ラジオを組立てる

とき,多 くの部品や材料を使 う。一片の半田, 1
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lElの コンデンサをとって見ても,そ こに必らず労

働力が入っている。人間の矢口識,技能,意志 と感

情の全てがそこに結晶 している。すなわち,価 lIL

が入っている。材料の価値,労働の価値は,実際

に作業を経験することによって,真に理解ができ

るのであって,ただ説明しただけでは わ か らな

い。さらに生徒自身に生産的労働を経験させるこ

とにより,や りがい,仕事に没頭すること,満足

感,重要性の感覚を感 じとらせることが大切で ,

これによって人間は前進する生活の過程の中に積

極的に参与 していく力を湧き出させるのである。

現在受験技術の向上については重要視されている

が,生産技術についての考え方,見方や,経験に

よって価値を感 じさせ,そ のような価 1直ある経験

を積み重ねていくことにより,価 {直半」断の能力を

養 うことには,あ まり考慮が払われていないよう

である。実はこのことが,人間形成にとってきわ

めて大切なことなのである。 ′ヽ― ドル・キャント

リルは「人間の顕著なる特徴は,彼の経験に価値

属性を感じ,新 ししVI青況の参与を通じ, これらの

価値属性の増大を求める能力を持つことである」

といい,価値属性を感じる能力は,労働手段を創

造 し,使用する能力や,矢目的判断をする能力 と,

相互依存の関係にあることを述べている。そのよ

うな能力は,労働過程において,人間が道具を発

明した時から始まっているといっている。

中学生たちは,生産に用いられている機械を観

察することや,操作すること,分解することや,

機械模型を作った り,電気器具を組立てる仕事に

大きな興味を持ち,ま たその仕事を経験すること

に価値を感じている。 これ らの事実は,技術科の

学習への動機 として取 り入れねばならない。技術

科の学習は,ま ず,物を作る仕事から始まらねば

ならない。

しかし,労働過程 とか,技能 という言葉を多く

用いると,態度主義 とか,や り方主義に落ち入る



とし,抵抗を感 じる人がある。 この場合,技能 と

は,習慣的に何 となく身につ くもので,思考作用

は全 く伴わないというように考えているからであ

ろう。技能 とはそのようなものではない。技能の

中にはカンとかコツといわれるものもあるが,技

術者の技能 という場合には技能の中に知識も含ま

れている。そのような技能は,技能形成の過程に

おいて,意識が完全に参加 し,無意識の うちに身

についてしまうことはない。無意識的に何 となく

繰 り返 しているうちに身につくのは習慣である。

一定の課題に従い,一定の方法により実施された

練習によって技能が形成されるのである。そこで

は思考 と動作は結合 している。

次に労働過程を取 り上げることについて反対す

る意見をあげてみよう。現在のわが国の産業社会

は資本主義体制をとっている。そこでは労働手段

は,資本の所有に属 し,労働力は商品 とみ な さ

れ,売られていく。労働力としての人的能力は,

生産機構に従属 し,目 的としてではなく,単に手

段 として扱われてしまう。人間はますます疎外さ

れ,その主体性を失っていく。 このような状況に

おいて,教育学化 した理想的な労働過程を,学校

の中に再現 してみたところで,それがどのように

実際 との接触点を見出 し得るのであろうかという

見方である。

一体労働過程を学校の中lC取 り入れることは,

社会主義社会において,は じめて実現可能なので

あろうか。社会の体制が,革命によって変化 した

ときに,突然に教育的意義を獲得するというよう

な考え方は,あ ま りにも非弁証法的な考え方であ

るといわざるを得ない。もしそうでなければなら

ぬとすれば,ロ バー トオウエンの実践は無意味で

あったことになる。労働は社会を存続せしめる基

礎であ り,人間の本質に属するものである。労働

過程 と教育を結合する仕事は,何れの場合におい

ても行なわれねばならない。そして人 間 に とっ

て,最 も根本的な生産労働についての正 しい意義

や,態度を身につけさせて,現代の産業社会 1/C内

在する諸矛盾 と対決 し,現今の経済事情の悪弊を

駆除することのできる勇気 と英知を養 うように努

めることが大切である。

3

技術的実践ないし労働過程の教育に果す役割を

一層明瞭ならしむるために,労働の本来的意味に

ついて考察をすすめよう。

人間存在の第一の条件は生きることである。食

うこと,着ること,住むことである。人間はその

存在の第一歩から,基本的な生活要求を充足する

ために,自 然素材や事物を調達 しなければならな

かった。 しかし利用するのに都合のよい形ではき

わめてわずかしかないから生活要求に適 した形に

改造せねばならない。そのために人間は労働過程

において,腕や手脳],I艮 ,頭を動かして,道具を

発明し,こ れを用いて,自 分の周囲の自然を変革

せねばならなかった。もし,人間が労働過程にお

いて,道具を作る能力を持たなかったら,他の動

物よりも,力の弱い人間は,到底生存競走に打ち

勝って,今 日の文明を築 くことができなかったで

あろう。エングルスはいっている。「労働はすべ

ての人間生活の第一の根本条件である。 しかしあ

る意味おにいて,労働は人間そのものを創 り出し

たといわねばならないほどに根本的な条 件 で あ

る。」

人間存在の基礎であり,社会の前進的発展を規

定する力である労働は,その過程において,合 目

的的活動,労働対象,労働手段 とい う三つの契機を

前提 としている。合目的的活動 とは,労働過程の

主観的要因である労働力である。労働対象 とは自

然を意味する。自然に存在する物,あ るいは加工

物である。すなわち生産素材である。労働手段の

主観 としての人間は労働手段 とは,道具,機械装



置である。労働過程の主観 としての人間は労働手

段あるいは労働用具の力学的,物理的,化学的な

属性を利用 しながら,生産素材にはたらきかけて,

可能な使用価値を実際的効果的な使用価値に転換

した。 このような労働過程でどのような能力を発

揮 し,ま た,養ってきたか,みてみなければなら

ない。

自然素材を効果的な使用価値にまで 変 え る に

は,さ まざまな抵抗がある。 これを克 服 す る に

は,ま ず,明確な目標を持たなければならない。

目標を定めるには自然のさまざまな情況や,性質

について観察 し,自 然の法員」についての認識 を必

要 とする。次に目的を果すために採用すべき方法

と,手段を選択 しなければならない。 この思考作

用に続いて,実際的な活動が開始される。活動中

は手や眼などの肉体諸器管 と,同時に思 考 が働

く。そして加工しつつある材料や使用 され た道

具,機械を観察 し,た えず活動過程を吟味しなけ

ればならない。 もし活動中事故が生じたならば ,

それを取 り除 くために,敏速に判断し,適確な処

理をとらなければならない。すなわち,労働過程

は肉体 と精神の働きが協同統一 して行なわれる過

程である。 ここに人間労働の根本的な特 徴 が あ

る。 しかも,人間の労働は協同的なものである。

人間は出生の第一歩から協同生活をするように運

命づけられている。労働過程において,人間は協

同している他の人間 との関係を持つ。 ここに自然

と人間 との関係の他に,人間 と人間 との関係が生

じる。人間は自然に働きかける労働の中で,自 己

を形成 し,他の人び ととの関係を持つことによっ

て,協調性,自 己制御力,相互扶助,困難を克服

する精神的能力を獲得 し,価値観を形成 した。

以上のように見てくると,労働過程の人間形成

に果す役割はきわめて大きいことがわかる。技術

教育において,労働手段の中で,最 も共通的,一

般的なものを選び出し,そ の由来 と使用法や,労
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働対象 としての材料の性質 (材料の技術学)や利

用範囲を,生徒の発達段階を考慮に入れた教育学

化された労働過程の中で,教えていくことが,認

識・感情・意志を同時的に働かせ,主体的な実践

的能力を養 うことを可能にするのである。

4

次に授業過程にもとづいて考えてみたい。たと

えば,ラ ジオ組立の作業を見ると,配線図 と直結

した検波や増幅,整流の原理的知識が含まれてい

る。抵抗,コ イル,真空管の何れをとって み て

も,自 然法則に支配されている。 このような知識

を抜き出して教えることは中学校の技術科の行き

方でないことは既に論述 したところにより明らか

である。 もし,それだけでは生活経験単元以前の

主知主義の教育に逆転することになる。「 ものを

作 りながら考える学習」が技術科の方法原理であ

る。各回路ごとに組立てていく過程の中で,電波

の性質や,抵抗・ コイル・ コンデンサー・真空管

の知識を学んだ り,学んだものを次の作業に意識

的に適用することが大切なのである。また,作業

過程の中で,原理がある条件の下で利 用 で きて

も,他の場合には使えないとい う矛盾が生れて く

ることもある。そこで どのようにして自然力を活

用すればよいかということを考えねばならない。

そのための判断力が必要である。 ラジオ組立のよ

うな明確な目的意識の伴った技術的実践の過程で

学んだ生徒等は,知識をよリー層確固たるものに

していく。それだけでなく意志や感情の面でも大

きな変化があらわれる。生徒のす人は次のような

報告を書いている。「 ラジオが完成 し,な めらか

な音がスピーカから流れ出たときの感激は言葉で

は表現 しきれません。 このことはラジオ製作だけ

に言えることではあ りません。全ての意識的な活

動に通じていえます。」40年 3月 卒業生

技術的実践はまさに腹の底から人間性に訴える



偉大な力を持っている。生徒の作業はそれが模倣

的行為であろうとも,彼自身にとっては創造的行

為である。製作の過程で生じる一種の精神的緊張

を必要とするような感情や意志は,製作過程以外

では養い得ない。作業が一層生徒をひきつける程

彼の発達と思考活動は活発になっていくも倉J造す

るには自分の在事に熱中することが何よりも大切

である。

「班で作業をやる場合,班員のみんなが協力して

作業をしなければ,班の作業は絶対にだめだとい

うことを再認識 しました。……むつかしい色々の

ことを学び,授業がとてもつらくなったが,何か

一つのものに没頭 して,それが完成しまたは成功

した場合のよろこびは格別のものである。」

(40年 3月 卒業生)

マカレンコは「子供に労働に対する態度を厄介

な重荷 としてではなく,努力や困難を要するとは

いえ,多 くのよろこびを与える倉」造的な仕事 とし

て教育することが必要である。労働は人間にとっ

て人格 と才能を示す基本的な型式 とならねばなら

ぬ」といい,「集団労働の中では人間の労働の素

養だけでなく,彼の品性や他の人びとに対する正

しい同志的な態度も形成 される」 と述べている。

ラジオの学習では,技術学 とか法則をひね り回

すことは必要だが,何 よりもまず組立 て る̀こ と

で,組立てたものを実験 してみるということが大

事だ。確かな知識は全て実践に源を発するとさえ

いわれている。

われわれは技術的実践ないし労働過程の教育的

な意義を十分考慮して技術の授業を組織 していか

なければならない。 しかし,全ての労 lg」が上述の

如き意味を持つとはかぎらない。ある種の労働は

機械的鍛練 という手段によって特殊な熟練を得て

も,新 しい場面に応じたときに,正 しい判断力と

賢明に敏速に適確に行動する能力を養い得ない。

だから,あれやこれやの仕事を無系統に与えるの

ではなく,技術の発達段階 とは同じようにすすむ

ということを銘名し,認識可能なしかも社会的な

有用な労働の種類を選択 し,正 しく授業を組織 し

ていかなければならない。技術革新時 代 に な る

と,手工具を扱う労働は意味がないなどとせず ,

簡単な手の仕事から始め,本札,小箱のようなも

のから入 り,製図にすすみ,機械加工を経て,順

次機械や電気の学習に入っていかなくてはならな

い。

(芦屋大学教育学部)
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エンジン教材のある試み

男田平 徳

技術科第 3学年における機械学習において,エ

ンジンの教材をとりあげ,あ る意図のもとにつぎ

のような試みを実施 した。 しかし教材研究不足の

ため,設備の不備のために予期 した結果は得 られ

なかったが,余裕がないのでそのねらいと詳細を

記して諸賢の御指導を仰 ぎたい。

1

エンジン学習の目標と方法

指導要領によれば,第 3学年「機械」の学習は

エンジンの「整備や操作に必要な技術の基礎的事

項」を指導するとともに,「機械の要素や機構J

を指導するのである。そのためにたとえば「分解・

組立・調整」や「起動・運転・停止」などのプロ

ゼクトが課せられるのである。私はこうしたプロ

ゼクトの実施にあたって,プ ロゼクトシー トを利

用 し,昨年本誌にその結果を報じたが,そ の後つ

ぎのように反省 したのである。

「分解・組立」のプロゼク トにしても,そ の一つ

の作業量は単位時間内に収められるユニットとし

て精選されなければならない。 〔ピス トン・連接

棒〕の分解・組立についていうならば,教師は予

め準備 として,シ リング・ヘッド,ク ランクカバ

ーなどを取 りはずしておかなければ50分の単位時

間に作業量が収まらない。それにしても,取 り出

したピス トン 0連接棒について ,

0ビ ス トンの材質,頭部 とスカー ト部の直径の比
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較,重量,真円度

0ビ ス トンリング, リング溝,そ の表面仕上げ,

断面の形状やその働 らき,弾性 ,材 質 や 熱 伝

導, リング隙間の形やその配置

0ピ ス トンピンの形状 と取 り付け,軸受 としての

働き,軸受 メタル

。連接棒の断面 と形状 と力学的にみ た それ, 長

さ,材質 ,型鍛造, ビッグエ ンドの割 り軸受 ,

シノ、,害」ピンとナット

0潤滑経路

などの事項を, どのような系列を立てて指導す

ればよいのだろうか。生徒の事前研究に数時間を

費しておいて,指導 した内容が現物にあたって再

想起されて実物を通 してより具体的に定着させら

れるだろうか。生徒たちの頭の中では,た とえば

リングを見てシリングに接 していない状態から気

密を保つ働 らきは縁遠いものであり,摩擦に耐え

る材質 ,熱伝導による放熱の認識よりも,ビ ス ト

ンリングとは脱着 しにくいものであるという,整

備上の学習がなされるのがまちがいないことであ

る。

ある木材加工学習で本立ての製作がすすめられ

ていて,そ の第 f可時限日かにかんなによる切削の

学習が,石 けんを削ってみる実習から展 開 され

た。生徒は本取 りされた材料をそのままにしてお

いてこの実習を行わなければならない。予め,本



材材料の知識・木工具の種類 とその用途を何時間

かにわたって講義しておいて,以下工程表に従っ

て作業が進められるほど,今の中学生は訓練され

ていないように思 う。だからこそ,上述のように

作業の進行につれて要所でこうした学習が織 り込

まれなければならないのである。 しかし,それに

しては本立て製作 というプロゼクトの流れが乱さ

れはしないだろうか。プロゼク トの進行に従って,

生徒の関心はそれに集中され,ま たそうでなくて

はプロゼクト0メ ソッドの意義がなくな る と思

う。

だから,本誌 5月 号で東京の向山氏が「学習要

素・(内容)の系統をつくって,そ れを教材化する

とい う手段が必要である」 と述べられているので

ある。すなわち,従来実施されてきた技 術 科 の

「製作」のプロゼク トにしても,「分解・組立・

始動・運転」などにおける実習のプロゼクトにし

ても改良すべきものがあるように思われる。

エンジン学習のプロゼク ト化

たとえば,上述の本立ての製作の学習について

考えれば,「かんな削 り」 という事項以外にたく

さんの学習 しなければならない要素をもっている

「本立て」 という大きなプロゼクトにかえて,で

きるだけ他の要素を除外 した「かんな削 り」が集

中的に扱える「標本L」 をつ くるというような小さ

な教材のプロゼク トをまず設けるべきではなかろ

うか。

エンジンの「分解・組立」にしても,上記の事

項の うちさらに要素的に検討 して内容を精選 した

教材を,あ るいは新たに教材を考案 して,プ ロゼ

ク ト化 し,学習事項を徹底 した定着をはからねば

なるまい。先に引用 した向山氏の「技術教育の分

野で,自 然科学,社会科学,技術学等の分野で何

を教えるべきかを明らかに」 し,「大きな教材」

の中から新 しく,「教科課程を科学的に作 るには

要素の系統を作って,それを教材化するという手

順が必要 となっている」 とい う主張になるのでは

なかろうか。 このような考え方 として,岩 手 の'

「技術教育を語る会」の技術学の基本を中軸にす

えた「教授計画」が見られ,ま た宇都宮大学の馬

場教授 らの「系列表」もその方向を示唆している

と思 う。具体例にあたっては,岡山の宇治郷氏の

「機械学習における沢」定についての一考察」の試

みもある方向を示しているのではなかろうか。

もちろん,も のを作る過程そのものが技術であ

り,生徒自らが工程表に従って考えながら作業を

進めていくという身をもっての行動を通 して感性

的に学習が成立し,そ こに技術教育の本質がある

ことを疑 うものではない。

私がここに意図するものは,中学校技術科にお

ける教材の系統性を探るという迫 り方から生じた

ものとはやや異るようで,む しろ教授 してみる側

の方法上の考えかもしれない。

まず,50分の単位時間に収る適当な作業量であ

ること。そして学習すべき要素が集中的であるこ

と。いくらプログラムシー トで4固 々の定着をはか

ろうとしても,把えるべき要素が何種類か異質な

ものがあるのでは,プ ログラムのステップが断片

的になって構成が難 しく,生徒の思考も混乱する

のではなかろうか。上述の例から「 ピス トン」だ

けをとってみても,

0往復機構から生ずる慣性 とピス トンの軽量化

0熱膨脹や真円度

O耐摩・熱からくる材質

0ピ ス トンピンのテーパ,止め輪

O補強 リブ,その他

などのおさえるべきことがらがあると思 うが, こ

れでは異質の要素が多岐にわたって困難である。

また,い ま少 し細分化,単純化 しなければなら

ないと考えられる理由の一つは,理科で学習 した

ことがらと結びつけて教授 しようとするときに感
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ずるギャップである。たとえば電動機の学習で,理

科のフレミングの法則やそのつくる磁力線の回転

磁界の学習が成立 していても,モ ー トルはブーン

と回転 している危いものとしてしか認識できない

ではなかろうか。その谷間をうめる役割 として中

間教材の考案が研究家によってなされているのは

助かるところであるが,そ の実習が一つのプロゼ

ク トであ り,思考の深化をねらった教材 となるで

あろう。

たとえばエンジンの連接棒スモールエンドの軸

受 メタルは「軸受」の系列 として把える。下に示

す横方向のプロゼクトはより基本的なものである

が,こ のプ
・ロゼクトは即物的に実施されないで ,

むしろ縦方向のプロゼク トに限られているように

思われる。技術科発足後,日 も浅 く,今の生徒に

横方向の認識を抽象的に把握することは難 しいと

思 う。技術認識のレベルアップされた暁にはこの

教科の学習も変容 してゆくであろうが。

A      B      c
木工・金工==自転草の軸受==セ ンタ軸受

==作業機等の身近かな機械の軸受

上の図のA,B,… …などの横方向の各種軸受

から帰納的に軸受を把えさせるプロゼク トをまず

設ける。それは部品,カ ット模型あるいは実物を

手 ぎわよく触れられるよう他の条件をカットオフ

した教具を配 したプロゼクトでなくて は な らな

い。そして縦方向のプロゼクトとして,それぞれ

特色をもった観察・操作・分解・調整などのプロ

ゼクトが生れるのではなかろうか。 こうして科学

D       E        F

的な手だてが,生徒にとっても明確なことが,創

造する・思考力の素地をもった生徒を育てるのだ

と思 う。

千葉大の井上教授は「学力構造図」 として,中

学校の技術・家庭科を「 自然認識の教材」に含め

て「実践的教材が科学的要素または概括認識に基

いてその発展 として学習されなければならない」

とされているようである。

このように考えてプロゼクトを配置するとき内

容にあわせて時間数の不足,施設・設備の不備な

どの問題が生じて くるであろうが,こ れについて

は検討をまたねばならないが, ともかく,教材が

集中化され生徒が確実に物を考えられる,深まり

の方向をめざしたいと思 うものである。

■

第 3学年のエンジンの教材を取扱っているさな

かに,「技術教育の本質 と授業過程」 というよう

なテーマでレポー トするようにとの ことであった

ので,進行中の「分解・組立」の実習から上述の

ようなことを考えたのである。 こうした考えに基

いて,少しでも生徒がよりよく納得 して くれそう

な,ま た教師として説明しやすいと思った準備 と

計画を試みた。資材の人手,整備,教師研修,予

備実験などに多大の時間と労力を費したのみで成

果はないが記そう。

ガソリンエンジンの燃費量と出力の学習

昭和38年度の改訂「設備充実参考例」に燃料消

費量計があげられ, これと併行して文部省実技研

修でも「 燃料消費量の測定」 とブロニー動力計な

どによる「出力の測定」が実施され,大いに啓蒙

されたところである。 この研修を生かし,さ らに

エンジン教材をどのように生徒に与えていくのが

よいかについて考えた。

理科では「力と運動,エ ネルギーの概念」 とし

て「熱が仕事に変ること」,「 シリングとビス ト

ピットマン==
車由  5著

θθ

連接棒の割軸受

キ ャ ッ プ __ピ ス トン~~ピ
 ン



ンの機構によって動力を得るしくみであること」

を指導されている。技術科の原動機は ま さ し く

「近代技術や生産」の場における理科で認識され

たそれである。

理科の自然認識のそれと技術科のそれの間に教

授上の教材配列 としても,生徒の認識の配列から

もその間に感ぜられるメディアとして小さなプロ

ゼク トを配したい。

ここに,ガ ノリンの燃焼の熱量が動力となって

出ることを一つの学習事項 とするプロゼク トを考

えよう。燃焼・爆発の現象 もノッキングも排気色

も削除して,調整されたものとして,ただ「 ガソリ

ンの燃焼消費」カミ「仕事をする」 ことを認識させ

なくてはならない。 この横方向のすじみちから,

ごく即物的に感性的にとらえることがねらいであ

る。まず「熱が仕事をする」 ことを示す系列をお

さえてお く路線 としてのプロゼク トがあって,そ

の要所に縦のプロゼク トがあ り, これらをつなく
゛

プロゼク トがあるべきではなかろうか。

燃料      燃焼      仕事をする

燃料の種類  内燃機関

発熱量

作 業 機

b)こ のエンジンのプー リーに平ベル トをかけ

て,直流発電機を運転 して,発生電圧を測定 し,

抵抗を接続 して電流を源I定する。

その結果はつぎの表の通 りであった。

表― a

N←.pm→ l tv(s)い Q/D
1770

2480

3100

3550

25

20

16.5

14

1008

1260

1527

1800

表― b

I I(A)

1620

2100

2700

1

10

17

抵抗は 100V

600Wの ニクロム線

C)こ のデータから, ガソリンの比重 :r=o。 7

として燃料消費量 :fc(g/h)を 計算させる。

また lkgの ガクリンの 発 生 する熱量を 10500

kcalと して発熱量 :Qを 算出さ‐LIる 。そして理科

の「熱が仕事にかわることを理解する」 という学

習 と結びつけるために,

lkcal=427kgOm

の数量的関係を示して燃 料 馬 力 :I」 (Ps)を 求

めさせるところまでをもって 1単位のプロゼク ト

として実施 してみた。(kge mに っぃては第 2学

年 ミシンのはずみ車の トルクで学習してお くが,

ここでは想起するものはさせても触れないで出力

―PSま で急いだ。)こ れによって生徒のエンジン

の学習基盤 となる流れをねらったつもりである。

問 題 点

上の実験について反省や言いわけや訂正を要す

ると思われることを記してみよう。

N(r.p.-)l E (v)

一　

６

２

０
・

０
。

１
・

一

1夏 | 1往
復式機関

|

ノ ック性
ベル トのかけ方 |

す べ り  |

このように考え,ま ず「燃 焼一内燃 機 関―仕

事」を認識させるプロゼク トとして,豊中の池田

氏から示唆されたものであるが,つ ぎのような計

画 を実施 した。

プロゼク トの計画と実施

a)ク ボタガソリンエンジン (中古)を 伎って

燃料消費量 :fcと 回転数を測定する。

θI



燃料消費量を求めて軸馬力を求めないのは欠け

ているが,動力計をもちあわせていないし,自作

もまだしていないためであった。また必ずしも教

師実技研修のレベルまでもついていく必要はない

のであって,それ とは無関係に生徒にエンジン教

材におけるたての認識を直感的におさえさせる一

つの段階であった。もちろん動力計を得たならば

また別のプロゼク トを組むと考えられるc

また発電機で仕事をさせておきながらワット計

算に触れなかったのは,発電機がネームプレー ト

もない中古以前のもので性能もわからないし,デ

ータに自信がなかったのである。しかしこれも言

いわけめ くが,数量的に認識できなかったとして

も系列的に大切な認識がなされるものと思 う。

この試みははじめてで,教師の示範プロゼクト

として終ったが, どのような形で生徒 に与 え る

か,始動のプロゼクトはいつ施 してお くか,暖機

運転の時間のことなど問題であろう。

発電機は新たに入手することが難 しいようなの

で, これも面白くないことだ。動力計はもし自作

したら,それでも危いから運転 しないで生徒が手

まわしで石油エンジンを空転するのを測定できな

いだろうかc模型のエンジンを使って自転専用発

電ランプを働かせるがよいかな だと考えている。

これらは全 くの問題点 :ク エステョ ンで あ つ

て,諸賢の御指導を抑 ぎたい点である。 (完 )

0  1t,●
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技術教育と加工学習の実践

一
技 術 教 育 の 一 考 察―

1  1ま じめ に

現在の教育現場には技術教育をどうとらえるかという

考え方に大きな二つの流れがあるように考えられる。そ

の 1つは「技術学」を中心にする主張であり,も う1つ

は「技術」を教えることを主張するものであると考えら

れる。私も教育の現場において,技術教育のこの 2つの

考えの中で,どちらの立場にたって日びの実践をしてい

るのか,は っきりしないままに今日にいたった。そこで

今一度私の実践を検討し,そ こから私の技術教育につい

ての考えをまとめ,多 くの方々の批判を得,私の考えを

正していきたいと考えている。

2 ある一つの実践―一加工学習をどう実践しているか

私の学校では木材加工と金属加工とをばらばらな形で教

えるのではなく,こ れらを統一的にとらえ,こ れらの共

通′点をとらえていこうとの考えから,機械加工学習とし

てとりあげ実12-を おしすすめている。なぜ私たちが木材

加工と金属加工の二者を,機械加工学習としてとらえた

かについて簡単に説明すると,

① 生産の過程や,そ こに含まれる技術について考え

るとき,両者に多くの共通な側面が含まれている。

② 製作学習における生徒の思考を高めていくうえに

そのほうが都合がよいのではないか。

ということと, この製作学習においてとりあげられる

加工機械の学習や,金属材料の学習を機械の学習と関連

させて,正 しく位置づけることによって,技術・家庭科

の本質にふれることができるのではないかと考えたから

である。しかし,一応機械加工学習として統一的にとら

えたものの,私たちの研究の不十分さなどから内容にお

いては,現段階では機械加工(I),機械加工 (Ⅱ )の 2つ

に区分し, 機械加工 (I)では木材の加工を, 機械加工

(I)で は金属の加工をという二つの系列としてしかとら

えることができなかった。 そ うして 1年生に機械加工

(I)を , 2年生に機械加工 (Ⅱ )を学ばせている。このよ

うな学年の配当をおこなったのは,機械加工(I)―木工

―を加工学習の前段階とし, これを機械加工 (I)一金工

一の学習の基礎にしようと考えたからである。そうして

この学習の時間をそれぞれ55時間,計 110時 間として内

容をとらえてきた。そうして,こ の機械加工学習のねら

いを,

1.加工 (学習)に使われる基本的な機械,工具の正

しい使用法になれさせ,それらの構造,機能,作用

に含まれる原理を理解させる。

2.材料の化学的,物理的,機械的性質を理解させる

ことによって,それにふさわしい加工,組み立ての

方法を理解させる。

3.与えられた材料,工具,機械を用い,習得してき

た加工の技術の上にたって,製作目的にかなった機

能をもったものを設計し,仕事を計画する力を身に

つけさせる。

4.手工具と機械との作業による生産性と労働の質の

ちがいをとらえさせ,加工技術の発達のすじ道をと

らえさせる。

5.安全に留意し,能率的に作業をすすめる態度を学

びとらせる。

というふうにとらえている。ではこのようなねらいの

もとに, どのような内容をとりあげているのかというこ

とが次の問題として出てくる。このことについては,私

たちは次のような内容 (学習項目)を とりあげている。

機械加工I〔木材の加工〕

1.い ろいろな加工材料 2.木材のいろいろな性質

3.設計と材料     4.計 沢1作業とその原理

夫有Ь木世
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5.切削作業とその原理 6.接合の方法

7.塗  装     8.考 案設計,製図

9.本立又は折りたたみいすの製作

〔注〕 1.木材の加工の第 1段階として花いけの製作

をとりあげ,その製作の過程において上記内

容の 1～ 7の学習をさせる。

2.1～ 7の学習を基礎にして考案,設計をとりあ

げ,次の製作物の設計をさせ,それを第 2段階と

して製作させる。

3.昭和39年度より第 1段階の学習を男女共学で実

践することができ,本年度もこれ をつづけてい

く。

機械加工IL〔金属の加工〕

1.金属材料と技術   2.金 属材料I

3.板金技術とその製品 4.板金工具,機械のしく

5。 板金製図 みと使用法

6.板金製品の設計製図 7.製作の準備

8.板金工作法     9・ 金属塗装

10.機械加工技術の発達 11.金属材料Ⅱ

12.製作の準備    13.金 工工具と工作機械の

14.手仕上げ工作法     しくみ

15.機械工作法 16.沢1  定

〔注〕 1.こ の学習に お い て は,次の製作課題を与

え,その製作を通 じて上にかかげた内容を学ばせ

る。

И)角形容器 (男 女共) 卜)ブ ックエン ド

レヽ  ドライ′ミー い ぶんちん

2.板金工作における薄板金の加工 (角形容器)の

製作とそれによる学習は,昭和40年度より男女共

学として実施する。

3 学習展開の概要

〔木材の加工〕

花いけを製作する材料を渡し,こ の板は何という板だ

ろうか, これと同じもので製作されているものにはどん

なものがあるか,なぜそれに使われるのだろうか。この

他にみんなの知っている木材の種類にはどんなものがあ

り,どんなところに使われているか,その理由はなぜだ

ろうかということから,木材加工に使われる材料につい

て化学的,物理的,機械的な性質の認誠を深めさせてい

る。切削の作業と原理の理解においては,板削りの実習

をさせることによって,その困難性をつかみとらせると

ともに,かんなは材料を平に仕上げるという目的をもっ

34

ている。この平に仕上げるためにかんなの構造はどうな

っているかということに目をむけさせ,下端の状況を観

察させ,かんなの使用にあたっては,台がしらをたたか

なければいけない理由をつかみとらせたり,ど うしてか

んなで板を削ることができるのかということから,切削

角度の問題を考えさせると共に,かんな刃の仕込角度の

ことから切削抵抗の問題にと発展させていくという方法

をとり,かんなで学習した切削角度や切削抵抗のことが

のこぎりではどうなっているか,のみではどうなってい

るのか,更には,は さみやほうち ようはどうなっている

かなどにも目をむけさせている。そうしてここでの刃物

の学習が,金属の加工におけるバイ トや ドリルの切削の

学習の基礎となるようにしていきたいと考えて実践をお

こなっている。このようにして,花いけの製作を通じて

の認識や工具,機械のしくみ,使用法,木工製品の工程

や工作法の理解を深めていき,こ れらの学習を基礎にし

て,与えられた材料や工具,機械を用いて次の製作課題

である本立や折りたたみいすを設計し,それを製作して

いく,そ うして花いけの製作によって学びとったことが

らをよりたしかなものとしていくとともに,工具,機械

の使用法や工作法などの技能を身につけていくという方

向で今までも実践をつづけてきた。

〔金属の加工〕

いろいろな板金加工の製品を提示して,こ れは何で作

られているだろうかということに対して,生徒はブリキ

で作られている。「 トタン」で作られ てい る。それは

「鉄」でつくられているといったふうに答える。この答

えからみると,ブ リキとトタンの区分が明確でないとと

もにブリキ, トタン, しんちゆう,ア ル ミユウム以外の

金属材料は鉄であるというとらえ方をしている。そこで

ブリキとトタンは同じものだろうか,ちがうとすればど

んなちがいがあるのだろうかということから板金材料の

種類や性質についての認識をふかめていき,次にこれら

の製品はどのようにして生産されているのだろうか。自

分たちが製作するのだったらどうして製作すればよいか

ということから,どんな工具や機械を使用したらよいの

か, どんなI買序でどのように加工していったらよいのか

について目をむけさせ,角型容器の製作を通じ,ブ ック

エンドの製作を通じて工具や機械のしくみと使用法,工

程,加工法を学ばせ,表面処理の方法の 1つである塗装

についても実践の中でそれをつかみとらせている。又金

属材料において,常識的に使用されている鉄という呼び
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方の問題を金属材料のところでとりあげ,火花試験など

によってわかるように,炭素の含右量のちがいによって

鉄鋼材料が区分されていること,鉄という純粋なものは

金属加工の材料としては使用されないことをつかみとら

せ,更に鉄鋼材料は熱処理をすることによってその性質

を変えることができるということを, ドライバーの製作

をとおして確認させるという方法をとっている。又手仕

上げ,機械仕上げの問題はつきなみな題材であるかも知

れないが現在では,ブンチンの製作をとおして学ばせ,

ブックエンドで表面処理の方法として金属塗装をとりあ

げたが,ブ ンチンの製作では,表面処理の方法の 1つで

あるメッキをとりあげ,理科での学習の電気メッキと関

連づけ理科学習での実験を,実際の物の生産という形の

中にとりいれていくということをこころみている。

4 実践の中で技術教育をどのようにとらえようとし

ているのか。

こまかな 1時間の授業の展開についてのべてみたいと

考えたが,紙数の関係できわめて大ざっばな概要となっ

たが,これらの日々の実践の中で,私たちは技術・家庭

科をどうとらえているかを整理してみたいと考える。

私たちは技術・家庭科の教育をどうとらえているのか。

このことについて,私たちが現在到達している結論から

先にのべると,私たちは,科学,技術の発展は,国民大

衆の広い層の中に一般教育を普及させ,ま た研究や生産

を支える社会条件と,技術的基礎を作り出し,こ の上台

の上にたってはじめて可能になる。中学校の技術・家庭

科はこのための基礎をつくるための 1つの重要な教科で

あるという立場から, この教科では何を教えなければな

らないかを検討し,それを実践の中にうつしてきた。そ

うして「技術・家庭科は生徒に技術を理解させる」ため

の教科であるとの結論に到達したのである。しかし技術

とは何であるかということを明らかにしない限り,「技

術を理解させる」ことの意味が明らかにならない。技術

とは何かについてはいろんな場でいろいろな人によって

論じられるが,私たちは技術・家庭科の教育を考えてい

くうえにおいて,技術ということに対するいろいろな論

議の中から,「技術は科学の応用であると共に,科学は

技術の上台の上に立つものであること,そ して,密接な

相互関連において,ょ り基本的なものは,科学の上台は

技術である」という考え方におきかえることができると

考えられる「技術とは労働手段の体系である。」 との立

場にたって,技術をとらえることとした。この立場から

技術・家庭科を考える場合,こ の教科の内容は単なる技

術学の初歩的知識 (技術学の基本)を主軸にすえ,実験や

観察を通じて理解させるということでは不十分であり,

労働対象や,労働手段,労働力の生産活動におけるかか

わ りあいを追求していくべきであり,そのためには技術・

家庭科の内容として製作学習を含めるべきであると考え

る。しかし, ここで注意しなければならないことは,製

作学習を含めることによって,その学習がもの作 り学習

におわってはならないということである。このことに対

する反省からも,技術学の基本を主軸にすえ,実験や観

察を通して理解させていくという論も出されてきている

が,製作学習をとりいれ,それを学習の手段として,こ

の製作を通してそこに含まれるいろいろな原理や法則を

つかみとらせていくということと,労働手段や労働対象

や労働力の生産活動におけるかかわりあいを追求させ,

更に技術的知識や経験を,常に技術の発達してきた歴史

の中でとらえさせ,常に人間が主体であることを教えて

いくのが,技術・家庭科の本質では ないか と考える。

このように技術・家庭科の本質についてはある程度論じ

ることができても,こ れを具体的な毎日の教育実践の中

にどう展開していくかということになると,そ こに多く

の困難な問題があり, これととりくんでいくことが,実

践の現場にある私たちにとって大切なことであると考え

る。この点から考える時,私の日々の実践には多くの欠

陥や問題点のあることを痛感する。

技術・家庭科の本質について考えるとき,これにかか

わりあいをもつ問題として忘れてはならないものに,男

女共学の問題をあげることができると考える。技術教育

をどうとらえるかということから,どのような内容をと

らえるかということを考えるとき,男女の問題がとりあ

げられてこなければならないと考える。なぜならば,男

女共学という立場で教育内容を考える場合と,男女別学

(現行の指導要領の考え方)と いう立場で考える場合に

おいて,そ こにとりあげられる内容に現在の態勢では差

異が出てくると考えられるからである。

このことに対して私たちは,義務教育における一般必

須教科においては,男女の性別にかかわりなく同一内容

のものが学習されるのが本来の姿であると考えている。

そうして,も し男女の性別に関係して,それぞれ異った内

容のものを教えなければならないものがあるとすれば,

一一以下54ペ ージ下段へつづく一一
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木 材 加 工 にお け る

教材内容の組織について

Iは しが き

一般教養としての技術教育ということが,社会一般に

認識され,重要視されてきたことは技術教育にたずさわ

っている者としてこんなうれしいことはない。そしてこ

の教科の研究も多方面からいろいろと論議され,指導内

容も充実されてきたことは事実であるが,こ れからの研

究に待つところも決してすくなくない。

私は前から技術教育において,「効果的な指導をする

には, どんな点について考慮しなければならないか」と

いうことについて考え,「機械学習」を中心として 3年

前にとりくんでみたが,今年は,「木材加工学習」を中心

に同様の試みに着手していたところ,産教連からのお話

しがあり,あえてここにその試案を述べるものである。

学習指導の効果的な方法については,以前からいろい

ろと実践にもとづく研究記録が本誌にも紹介され,私 も

大いにその実践研究を参考として授業の展開を試みてき

たが,こ こでは私たちがややもすれば忘れがちな (現場

指導に熱心なあまり), この教科の本質 (あ りかた)に

ついて再認識し,その上に立って学習指導の組織という

ものをみてゆきたい。

学習が効果的に行なわれるためには,生徒の実態を十

分知ることも大事であるが,教材の系統とその価値系列

を把握し,できるだけ豊かな学習活動ができるよう,ま

た指導目標達成のためにも,その教材内容を組織するこ

とが必要である。広岡氏は,学習指導における組織の対

象として次のような もの をあげている。C教材内容,

②学習過程,③授業の諸手段,④学習集団c

私はこれらの中から特に①教材内容の組織について論

述したい。

Ⅱ 技術教育のありかた

θσ

教材内容を組織するにあたって,ま ず考えなければな

らないことは,技術教育のねらいとか本質とか,いわば

「何をおさえたらよいのか」という点についての十分な

理解と認識とが必要であるということである。そヒ′てそ

の大きな柱は「何を」「何によって」「 どのように」とい

うことになるが,今 まで一般的に述べられている論旨を

要約すれば,次のようになると思う。

「何を」は教材のねらいであり,それは常に生成発展

する近代技術に正しく対処できる技術的な適応能力を伸

長するのに役だつ基礎的技術であるといえる。さらに技

術教育の主たる学習対象は,自 然科学と生産的実践との

間に介在する「技術学」 (狭 義には工学)であるが,『 こ

の技術学は「主要法則」 (工学理論)と 「副次法則J(関

係知識)の両面を包含している』 (鈴木寿雄氏)と のベ

ており,今までの職業・家庭科では,こ のうちの実際の

生産目的にかかわる「副次法則」のみにウェイトをかけ

てきたきらいがあった。が,科学技術教育という観点か

らして,前述の両面を上台にひとつひとつのプロジェク

トの展開を系統的に整理する必要のあることを,明示し

ていると思う。

「何によって」は,私は「プロジェクト (仕事)」 を

中′らに排列して指導する方式をとってゆきたい。このほ

かに「技能」を基幹として実際に使われる頻度数にした

がった排列方式,や「工学理論」の体系にしたがって排

列し指導する方式 (鈴木氏)と があるようだが (それぞ

れ長所短所があるが), プロジェクト中心の場合,生徒

の心理的発達段階に即して行なうならば,技術科という

教科の本質からいっても,最適な方法だと思っている。

ここでひとこと明確にしておきたいことは,あ くまで

もプロジ ェ ク トは「知識Jや「技能」を統一する「手

段」「指導単位」「媒体」として存在するという点であ

る。したがって木材加工学習の題材を本立学習にしても

藤伊
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「本立による木材加工学習」でなければナンセンスとい

うことである。

プロジェクトによる方法は,即物的であり,即実際的

であるので,そのプロジェクトを通して「何を教え」ま

た「どの程度の知的水準にまでもっていくか」というこ

とについて前もって的確に知っておくためにも,教材内

:容の組織ということが大事だと思 うのである。

しかし, ここで問題となることは,プ ロジェクトその

ものの選定の問題である。が,こ こでは,木材加工学習

でとりあげる本立がプロジェクトとしてよいかわるいか

を論じるのでなく (今 日どこの学校でも取 りあげている

1題材なので,こ こで題材の良否を論じたくない), これ

をどう展開し,ど こで,何を, どのようにおさえていく

かという点に私の意図があるのである。

最後に「 どのように」という点だが,これは学習指導

の方法論であり,今 までは教師側の一方的な固定概念の

押しつけのようにみられたが,そ うでなく,あ くまでも生

徒の発想を重んずる態度が必要だと思 う。そ のた め に

は,計画的段階の重視,生徒の主体的活動の促進方法,

集団的思考の必要性,を会得させるような指導工夫が必

:要 であることはいうまでもない。

以上技術教育の根本的なあり方 (と らえ方)について

私見を述べたが, このように技術教育を考えた場合,ま ´

ずもってしなければならないことは,プ ロジェクト (仕

事)に よって指導すべき「新しい知識と技能」を含む教

,材内容を順序正し く組 織 的に提示し,どの知識はどこ

で, どの技能はどこでとい う一種の「すべりどめ」をは

っきりしておかなければならないということである。

Ⅲ 学習指導の組織について

a)組織という意味

教材内容の組織に入る前に組織ということばの意味を

|は っきりしておきたい。

普通私たちは,雑然として何のまとまりもない状態を

「組織されてない状態」といっている。このようにごく

単純な意味からして,あ る順序をえてまとめたり,Aの
段́階でのことがらを次のBの段階に関連づけて全体とし

てまとまりのある状態にすることを組織するということ

ばで表現することにしたい。

したがってもし, この概念を日常営んでいる学習指導

にむけていえば (教材内容についていえば)その内容が

1ま らばらであったり,何らまとまりのない羅列的な状態

(平面的状態)を組織されてない状態とみ たい のであ

る。換言すれば教材内容を順序正しくまとめるとか,ま

た学習過程が生徒の心理的発達段階や認識過程にそぐわ

ず雑然とした感じの中にひとつの山をみつけ「まとまり

のある状態」に教材の系統性,順次性を考えていくとい

うことを組織するという意味にとって論をすすめたい。

b)教材内容組織のポイント

前述の通 り「何を教えるか」ということは,教材の中

心的なねらいを明確に把握することであり,そのねらい

を達するためには, どのような内容を基本的なものとし

てとりあげていくかということになる。要するに,その

教材でおさえなければならない中′い的なねらい,すなわ

ち,核 (社会科でよく使用することば), 中′い観念を明

確にし,それに照応する教材内容をとりだし,組織する

のでなければならない。

ただここで問題となるのは,あ るねらいを決めても,

それをまっとうするためにいろいろな考え,意見がでて

き,こ れでもよいし,あれでもまい ということではな

く,やはり普遍妥当なものを目指すには,そのために考

慮しておかなければならないポイントがある。第 1は教

科の本質のとらえ方であり,第 2は全体からみての教材

の位置づけ,第 3にその社会の要求,第 4に生徒のレデ

ネス等が考慮されなければならぬということである。

以上のような観′点からして,木材加工分野の組織にあ

たっては,ま ず木材加工におけ るねらいをはっきりさ

せ, しかるのちに教材内容の組織を明示したい。

Ⅳ 木材加工における教材内容の組織について

a)木材加工学習でのねらい

指導要領では,技術・家庭科の総括的目標として「生

活に必要な基礎的技術を習得させ,創造し,生産するよ

ろこびを味わわせ,近代技術に関する理解を与え,生活

に処する基本的な態度を養 う」とある。これは, どの分

野においてもこのねらいが根底として,その上に立って

各分野に必要な知識,技能,態度をみにつけさせるとい

うことである。

次に第 1学年のねらいをみれば「木材製品の製作に関

する基礎的技術を習得させ造形的表現力を発展させると

ともに作業を安全且つ協同的にすすめる態度を養 う」と

ある。さらに第 2学年では「第 1学年の学習を発展させ

るとともに,主 として工作機械の基礎的な取扱法を習得

させ,作業を精密,確実にすすめる態度を養 うと明示し

θ7
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ている。

したがってこれらを要約すれば

①基礎的技術の習得であ り

②造形的表現能力

③作業の安全と作業の協同化

④作業の精確さがあげられる

ここでは,ま ず「基礎的技術」についてまとめたいc

b)木材加工の基礎的技術とは

このことについて鈴木氏は,次のような試案をだして

ヽヽる。

① 木材の性質 (材 )物理的性質 ←)工学的性質 レヽ木材

の久点)

② 木材の強さ (′ )繊維方向と強さ ←)幅や厚さと強さ

レヽ荷重の方向と強さ い木取りのくふう)

③ 切削のしくみ (И )刃先角・逃げ角・すくい角の相互

関係 同切削作用 レヽ切削作用と切削速度)

④ 接合法 (И )く ぎ・木ねじの緊結力 伸)接着剤の種類

<表・ 1>

[[| 板 材 加 工 中

スギ,マ ツ, ヒノキ ,

サ クラ, カツラ,ホ ウ,

セン,合板

・用法による接着効果)

⑤塗装法 (材 )素地調整と仕上 り効果 け)塗料塗装工程と

仕上り効果)

私はこれにさらに平行して,

①材料の種類・規格

②機械・工具の構造

③使用法機械工作法も加味したうえでこれらを基礎的'

技術としてなるならばよいと思 う。

C)学年別指導内容の関連 (表 1参照)

d)基礎的事項と題材の関連

表 1においては,学年別の指導内容の大きな項目を並

べたが,こ こではさらに題材との関連をみることにする

工
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<表・ 2>

1挙ヽ
]、三_

項
目

学・、、

基  習

礎  内

的 、 容

事

項

1年 木 材 加 工

製 作

製    作

塗
　
　
　
　
　
装

組
　
　
　
　
　
立

部
　
口ｍ
　
加
　
工

木
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り

安
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な

作

業

一
木
　
工
　
機
　
械

一
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具
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|○
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○ Э
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IC
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※ △印は,設計,製 図において特にとりあげ指導

するもの。

○印は,基礎事項との関連で特に重点事項とし

てとりあげ徹底するもの。

。静荷重と静的な構造 O動荷重と静的な構造

。のこぎり 。かんな

。きり Oつち 。け

びき 。ねじ回し



年 木 材 加 工

腰 掛 の 製 作

よ
い
腰
掛

の
条
件

。荷重と構造

。接 合 材 料
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<表 03> 。震
作
欝
械
復

。工 作 法

||

※ △印は,設計,製図において特にとりあげ指導

するもの。            `
CF口 は,基礎事項との関連で特に重点事項とし

てとりあげ徹底するもの。

e)教材内容の組織 (1年木材加工分野)

表 203で もわかるように,それぞれの学習内容の

重点を明らかにしたが,こ こでは,学習内容を更に技術

科の本質からして,指導内容を組織すれば次の二大別に

なる。すなわち一般教養としての技術的能力を養 うため

には,それにふさわしい基礎的技術と基礎的知識があげ

られ,前述したように「創造し生産するよろこびを味わ

う活動」がねらいであるならばこの両面の一体化をはか

り,技術を生きたものとして学ばせようとするところに

独自性さえ感じるのである。 (ス ペースの関係で 1年分

野のみにする。)
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,用途

。接合目的に適した材料のえらび方
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。塗

。略 構 想 図

。できあが り予想図

。工  作  図

◎塗 装 の 目 的

。塗装材料の種類,性質用途

(ワ ニス,ベ イン ト,エ ナ メル)

。尺度の定め方

◎作 図 の 順 序

。すなつけの意義

。さしがねの長手とつま手

◎のこぎりの原理,種類用途

1.の こ身の形状とはたらき

2.た てびき,横びきの刃のちがい

3.材 料の硬さとのこぎりのひきこみ

角度

◎かんなの切削の原理,種類・用途

◎二枚かんなの構造

1.か んな台の構造

2.か んな刃の構造

3.裏 金のはたらき

◎板削 りの順序

。けびきの種類と用途

。きりの種類と用途

◎きりの切削原理

◎安全作業について

。丸のこ刃の種類と用途

。丸のこ盤の構造とはたらき

。自動送 りかんな盤の構造とはたらき

◎木工機械の点検,手入れ,注油の方法

。製作物に適した塗料のえらび方

。アイデアスケッチのかき方

。できあが り予想図のかき方

。第三角法による工作図のかき方

。木取 りのしかた

。両刃のこぎりの使い方

1.柄 のもち方

2.ひ きはじめおわ り

3.板 の押え方,力 の入れ方

。手かんなの使い方

1.刃 の出し入れ

2.裏 金の合わせ方

3.逆 目と順 目の見分け方

4.平 削 り,木 口削,木端削りのしかた

5.台 の下端検査のしかた

。びきの使い方

。きりの使い方

◎安全 テス トによる技能の確認

。丸の こ盤の操作の しかた

1.の こみのとりつけ

2.テ ーブルの性 さの調整

3.定 規の調整

4.ひ き(ま じめひきおわ り

。自動送 りかんな盤の操作の しかた

1.テ ーブルの調整

2.送 り速度の調整

3.逆 目と順 目の見分け方

◎自動送 りかんな盤での荒削 りのしかた

。墨つけのしかた

◎丸のこ盤による切断のしかた

。両刃のこぎりによる切断のしかた

。きりによる穴あけのしかた

◎糸のこ盤による切 り抜きのしかた

。仕上げ削りのしかた

料

。木

。の こ

ど

ぎ り

り

び き

〔
立

。かん な け ず り

木工機械の使用

法

。木

。切

。切

断

4θ

本 立 の 製 作 順 序
材 料 表 の つ く

工 程 表 の つ く

方

方

込

A 準。備

C

取
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Ｄ
　
〔本

。組 み 立 て

。塗装用具の種類と用途

◎着色剤の種類

◎目止めの目的と目止剤の種類

。ワニスの溶剤

。ペイン トの溶剤

※ ◎は指導において特におさえてはしい項目

V む す び

以上教材内容の組織にあたって特に私が考慮した,点 を

のべると次の通 りである。

1)指導内容を大きく知識の面と技能の面に区別した

ことである。これによって学習の展開に立体的ものが生

まれてくると思 う。

2)こ れまで一般におこなわれてきたプロセスにみら

れる考案設計・製図・製作・評価の段 階 において,特

に,製作の段階を,A～ Eの五段階として展開すること

である。

3)本立製作に入る前に,補助単元として,「立札」

をとりあげ,こ こにおいては主に手工具の使用を徹底し

ようという意図である。

4)手工具使用の補助単元が終った後に,木工機械の

使用に入るが,安全テストの実施を重視し機械への恐怖

をなくし,かつ安全な作業と機械の適切な操作ができる

。つちの種類と用途

。げんの うの両打げき面のちがいと用途

◎釘の打込み角度と緊結力

◎釘打ちのしかた

1.板 の厚さと釘のえらび方

2.く ぎ下穴のあけ方

3.つ ち (玄 能)の 使い方

◎木ねじの使い方

1.木 ねじのえらび方

2.ド ライバーのえらび方と使い方 `

。接合面のしらべ方

。接着剤のぬ り方, しめつけ方 (ボ ンド)

。き地みがきの しかた (紙 やす り)

。着色の しかた

。目止めの しかた

◎ ワニスの塗 り方

1.下 ね りの しかた

2.上 ぬ りの しかた

3.仕 上げの しかた

4.刷 毛の洗い方

◎ペ イン トの塗 り方

1.ヤ ニ止め (節 )の しかた

2.パ テの使い方

3.刷 毛の使い方

よう特に時間をかけたことである。

5)塗装において,ワ ニス塗装を本立で,エ ナメル
,

ペイントのいずれかを立本Lに よって完成させるというこ

とである。

以上 1年生の本立加工においての教材内容の組織をみ

たがまだまだ考慮しなければならぬ点が多数あるような

気がする。しかし,こ の試案によって の学習が展開さ

れ,そ こにいろいろな欠点が生じたにしても私は,そこ

にこそ教科指導においての進歩の手がか りが あると思

う。私にとっては, これをレールにして,実際に展開す

るわけであるが,組織前の学習展開における生徒の学力

とこれからの学習展開によって得られる技術教育の生徒

への関,い,学力 (技術的能力)に差が生 じた な らば,

(こ のこととついては,実践に待たねばならぬが)幸い

(秋 田市立秋田東中学校)

立)(本

(立

。工作法の反省と作品のできばえの評価 。工具,機械の手入れのしかた

。工作図と製作品の比較検討

と思 っている。
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子どもの疑間と技術科の内容

さ い ぐさ し げ る

1.5vの電池とコイルを並列に,指で押えさせ,「右

手をはなしてみなさい。」 と私は言った。

手をはなした瞬間,生徒たちは,「 うわあ」「きゃあ」

とか叫びながら,電池とコイルをほおり出した。

さすが驚いた様子である。手にビリッときたのだ。

私はしばらく黙って見ていた。

またおそるおそる4～ 5人の子どもがやり始めた。漠

然とながらビリットきたのはコイルのためなのだという

気持ちを持ってきたようだ。

私はさらに彼等に比較させる意味で,「今度は抵抗と

電池でやってみなさい。」 とすすめた。

はじめはおずおずしていたが,なんともないことがわ

かると, 2～ 3回繰 り返しだした。さもはじめからわか

っていたかのように「そりゃあ,抵抗じゃあいくもんか」

と大声をあげている生徒もある。ビリッときた原因がコ

イルであることが殆んどの生徒にわからたらしい。子ど

もたちのノー トはさまざまである。…… (コ イルと電池

でビリッときたD (ビ リッときた→高い電 圧 =コ イ

ルD (手 をはなした→電圧が生れてビリッときた→コ

イルのためD ……など。

回路図を書かせると,どのグループも (図 1)(図 2)

のようになっている。コイルが必要なだけでは,高圧を

図 2

ませな くてはならない。
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図 3

発生させる条件としては

不十分である。どのよう

にして発生するかをつか

私はそこで用意してあるネオン管・ コイル・電池を使

って回路を組ませることにした。 (図 3)の ような回路

である。

「 さて,こ のネオン管を点灯させるような高い電圧をつ

くってもらいたい。」 彼等の暗中模索が始まった。しか

し,こ れは簡単だった。す ぐに電池の回路をはずすとネ

オン管が,その瞬間点灯することを発見した。

彼等は「 コイルに電流がたまっていて一度に出るから

高い電圧になってネオン管がつくのだ」とか「 コイルに

よって高い電圧がつ くられるのだ。」 とかネオン管がつ

く理由を考えだそうと騒ぎはじめた。

私はそれにはかまわず,再度,回路を確めるためにネ

オン管.コ イル.電池を直列に接続させて,ネ オン管の

点灯を試みさせた。2,3回 あちこちの線をはずしていた

が,ど うしてもつかないことがわかると,「 これじゃあ

コイルに電流が流れないからだめだ。」 といい は じめ

図 4

た。私はす ぐ「それでは

他の線を結んでもよいか

ら」 つけ加えた。彼等

が考えたものは私が予想

していた通 りの回路であ

る。 (図 4)図の中ほどに渡した線を,つけたり,放 し

たりして,ネ オン管を点灯させていた。私は更に,こ の

回路のAの箇所とBの箇所に電流計を入れさせてネオン

管を点灯させてみた。

最初Bの針が大きくふれる,線をはなすとAの針がか

すかにふれる。

生徒のほとんどは線をはなした時の電流が非常に小さ

いことに気づいた。生徒はまた先ほどの「高い電圧はコ

イルでっくられるのか, コイルにたまるのか。」 の議論

をやりはじめた。

不ヽ

オ

ン

生
冨

図 1



実 践 的 研 究

もともと確かな理論を持たない彼等にとっては,こ れ

を解明することはとうてい不可能なのだ。それでも彼等

は自分たちの予想でつきとめようともがいている。

わあわあ騒いでいるうちに,なんとか「電圧がコイル

にたまったとしても,電圧は高くならないはずだ。だけ

ど,ネ オン管は少しの電流でついた。それは電圧が高い

からだ,だから電池の電圧とコイルの電圧とは別のもの

だ。」 という意見が出た。他の生徒も,「そおか」「そ

おか」とうなづいた。

するとその時,「それなら,ど うしてコイルは高い電

圧をつくるのか。」 という質問が出された。皆,だ まっ

てしまった。彼等にはこれを解 くなにものも持っていな

いのだ。今まで出なかったこの疑間は,だれもが持って

いた,大きな疑間である。

しかも,私は彼等のこの疑間を根本的に解いてやるこ

とをしなかった。表面的な説明しかしていなかった。

この授業は,以前,私が技術科の目的をなんとかはっ

きりさせようと努力していた頃のものである。 (今でも

はっきりしているわけではない)。

理科と技術科との重複とか,法則への追求は理科なの

だ。技術は,その法則の上に立って生産や生活に適応す

ることだ。だから技術科のねらいは法則の追求にあって

はならない。もっと他に,生産や生活の中で生かされて

いるものから見いだされなくてはならない。

「高圧発生の回路」も,そんな中から生れた 内容 なの

だ。しかしこのような授業の中では子どもたちの原理的

なものへの疑間を解いてやることは一向にできそうもな

かった。

理科と技術科,そ して子どもたちの疑問,こ れらの関

係を法則への追求とか,応用とかいった簡単な区別でか

たづけてしまってよいだろうか。

私たちの毎日の授業の営みの中で,原理や法則を追求

したいという生徒の要求が疑間として現われてくること

がしばしセfあ る。

「 トタン板を一度曲げてしまうと,ど うしても元の板の

ようにならないのはなぜだ。」「鉄は焼いて急に冷すと

なぜ固くなるのか。」「なぜコンデンサは雑音防止がで

きるのだ。」など,生徒の中に生れる「なぜ」はどんな

授業の中にも満ち溢れている。

ところが日常の授業の中ではそんな疑間や要求は教師

のところまでとどいてはこない。だから,た まにでてく

ると,そんなものは特殊なものだとか,単なる気まぐれ

なのだくらいでかたづけられてしまう場合が多い。

しかし,絶対にそんなものではない。なぜなら,彼等

の学級での話し合いの場を見てもわかるように,彼等は

いつでも,も のを理論的にしか判断しない, け っ して

「 まあしかたがない。」などといって,こ となく丸めて

しまうようなことをしない。なんでも話し合いのできる

学級であればあるほどそうだ。

彼等はよく,親や年上の者に対して反発をする。

これも,ど うにも自分の周囲に起こる事柄が自分の理論

では解決できない時に生れる感情である。

とにかく彼等は,な んとかして,自分の漠然とした判

断や想像力を理論によって確かなものにしていきたいの

だ。そして,その理論的になった判断を生活の中で実証

しようと試みているのだ。

こうした彼等が,授業の中で原理や法則に対する要求

がなされるのは当然である。

◇創造的思考力 0科学的思考力の必要性

ところで私たちは日常の授業の中でこのような子ども

たちの要求をどれだけとりあげ,満 しているだろうか。

それは,生徒の要求のすべてを,無条件で受け入れるべ

きだというのではない。がしかし,あまりにも生徒の要

求を無視しているのが現状ではなかろうか。

今,一般に一時間の授業でなにを教えたらよいかとい

うことを考える場合,その考えの根底にして ヽヽ るもの

は,ほ とんどの教師が,技術とはなにか, とか,理科と

の区別はどうだ, とか, という考え方で終っている。

しかし,なによりもたいせつなことは「 この生徒たち

にどんな能力を身につけさせたらよいか。」ということ

である。

この能力についての考えがはっきりしていないのに,

技術とは, とか,理科との区別からして,と かをいくら

考えて,内容を選択してみても,それらはおそらく生徒

のためにはなるまい。

どんな教科の内容であっても,生徒がその中に存在し

た時,は じめて,生徒のためになるものである。

生徒が存在した時と言 うことは,いいかえれば,生徒め

その発達段階における要求を満しているかどうかという

ことである。私はこのような生徒の要求の大勢こそ,彼

等の将来的な能力に結びつ く要因であろうと考えるc

こうした教育の本質的な目的の上に立って,技術とは

なにか,と か,理科との区別は,と かを考えて始めて,

4θ
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はっきりした技術科の内容となるであろうと考える。

ところで,それでは一体,こ れからの時代に生きる子

どもにどんな能力を身につけさせてやったならば,将来

の社会の中で廃物にならずに,め まぐるしい変化に押し

つぶされることなく,常に人間性を失わずに,対処でき

る人間になるだろうか。

現在の生徒たちのすべては,今 この社会に生じている

いくつかの矛盾を背負っていかなければならない。と同

1時にこれから新しく起ってくる将来的な諸問題にも直面

し,それを解決していかなければならない人間である。

そのような問題を背負っている生徒たちに必要なもの

は,なによりもまずよく働 くことのできる能力なのか ,

それとも与えられた範囲の中で頭をよく働かせることの

できる能力なのか,ま たどれが真実なのかをはっきりと

見さだめるごとのできる能力なのか,一体どれが現在最

も久けており,最 も必要なのであろうか。

私は思 うに,行動力も適応も確かに必要であろうが,

なによりもなくてはならない能力は,こ れから直面する

問題のなにが真実であるかをは つきり見きわめ,それを

適確に解決していく能力であろうと考える。

それはいいかえれば生きた理論であるとも言えるし,

またそれは科学的な思考力と倉1造自|な思考力であるとも

いえるのではなかろうか。

現在,私たちがその周辺を見廻わしてみても,一つの

些細な事柄にしろ,は っきりした理論の裏づけをもって

解決
.さ

れているものは非常に少ないことは事実である。

ましてや新しい考え方をもって自分たちの生活を変革し

ていこうとする気力など,ほ とんど見られない。これら

を「近代人の自己疎外」というのであろう。

しかし,子 どもたちはそのような社会の中でも,ヴ ァ

ン・ ファンジェの「創造性の開発Jの中にもあるように

“子供の判断は,た とえ未熟であったとしても非常に活

発である。親が日ぐせに言 う「 ノーJと いう答えのなか

に,どのくらいの「イエス」が実際に含まれているかを

決定しようとして,子供が故意にする一連の行動や質問

は,間断なく大人たちに浴びせられ,どんなに大人たち

が「 ノーという繰 り返しの合唱」をし́ようとも「子供の

想像と判断を抑えることができない"は ど可能性に対す

る意欲は盛んである。

私は現在の大人たちがつ くりつつある,自 己疎外的な,

無気力な社会生活への人間の態勢を改革するためにも,

こ うした,子 どもの判断力を科学的なものにしてゃ り,
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想像力を倉1造する力にまで高めてやることが必要であろ

うと考える。

◇創造的思考力を高めるために必要なものとは

私たちの教科でも最近,創造性を高める学習とか,思

考力を養 う学習とかが,いろいろ騒がれてはいるが,ど

んなに騒いでみても,教える内容が,器具や計器の名称

や使い方に終ってしまったり,けい光灯の配線の仕方や

電気器具の点検の仕方などであったのでは一向にそれら

の目的に達することはできない。

もともと創造的思考にしても,科学的な思考にしても

豫こ自然科学や技術の面から見た場合には,その思考の

上台に原理や法則のないものは,一つとしてあり得ない

はずである。

なぜならば,思考そのものにしても,その本来的な使

命は,人間の意識 (主観)が真理に到達することを道づ

けるところにある。だからこそ思考は必要とす る道 す

じ,すなわち,思考の法則にしたがわなければない。

結局は,思考が客観法則に到達する道づけ であ る以

上,法則によって規制されることになるのである。

また創造にしても,それが未だ実現していないものを

その可能性を見いだして実現させる活動であ るのだか

ら,単なる思いつきで,できるものではない。だからと

いって,全 く新しい知識を持って,全 く新しいものをつ

くりだすということが可能なこととはいえない。

どんなに新しい知識であろうとも,それは既に,その

人の論理の中に組み入れられている。既成の知識を上台

として生れたものである。その既成の知識を,新 しい問

題に向って,選択し,変形し, 目的を達するために,新

しく組み合わせていく活動こそ創造活動と考えている。

このように倉1造や思考を考えて見ると,その上台に法

則への結びつきのないものはないのである。もし,私た

ちが技術科で倉1造的思考力を高めることを目的にするな

らば,ど うしても,法則の確かな理解を主にしていかな

ければならないはずである。たしかに,こ の教科でも,

最近は原理や法則の理解に授業の内容がおかれてきたこ

とはわかる。

しかし,それらの授業の内容も,注意してみると,た

とえば「けい光灯の製作で,安定器のはたらきとして,

自己誘導をばつん,誘導電動機で, コイルやコンデンサ

の位相差をばつん」などと,その内容自体,電気という

一つの体系の中に位置しているものを,わ ざわざ,ば ら
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ばらにしてしまって,指導している人たちが非常に多い

が,そのようなばらばらになった理論を,(どんなに熟

達した教育技術を振るったとしても),子 どもはそれらの

理論を一つの体系として,結びつけていくことができる

であろうか。非常に疑間である。もし,彼等の理論を流

れに結びつけることができなかったならば,彼等はその

理論をいつまで覚えていることができるだろうか。

「特殊な題目や技能を,あ る知識の領域のより包括的な

基本構造のなかでそれらが占める文脈上の位置を明らか

にしないで教えるのは,つぎにのべる若千の深い意味に

おいて不経済である。第一に,そのように教えれば,生

徒がいままでに学習したものから,の ちに学習するもの

へ通ずる一般化をすることが非常に困難にな るの であ

る。第二に,一般的原理を把握することができなかった

学習は,知的興奮という報いを得ることはほとんどない

のである……中略……第三に,知識を獲得しても,それ

を相互に結合するだけの十分な構造をもたなければ,そ

の知識は忘れがちなのである。」(JeSブ ルーナ「教育

の過程」p.40)

という言葉は,いかに流れの中で理論をとらえることが

大切であるかを語っている。

◇子どもの創造活動をうながすもの

「子供に倉1造活動」をなどというと,そんなことが一般の

人間にできるはずがないcま してや子どもたちなどおよ

びもつなかいといわれる人がいるが,私はそうは思わな

ヽヽc

創造活動が組み合わせの活動であるならば, 日常の生

徒の学習の中でも,い くらでも考えられるものである。

たとえば,回路計をつ くる。けい光灯・誘導電動機の

模型をつ くることである。なぜならば,それが子 どもに

とっては,ま ったく未知のものであるならば,それをつ

くりあげることは,当然彼等にとっては,創造活動であ

るから。

これは模作であったり,改作であったりしたのではだ

めである。全 く独創的なものでなくてはならない。自分

の今までに習い覚えた知識を総動員して組み合わせてい

かなければならない。

回路をつくるにしても,オ ームの法則・電圧降下・電

流の配分をは つきり理解されていなくてはならない。け

い光灯をつくるにしてもそうである。回路構 成 に対す

る,正確な知識が必要である。しかし,それだけではま

ずい, コー ドで回路を作ってみても, 100Vの電圧が,

かかったとき,フ ィラメントが焼き切れてしまうことも

ある。つまり,電圧降下を考えなくてはならないcしか

し,今 までのように抵抗を使ったのでは,けい光灯が放

電してくれない。ここでどうしてもレンツの法則,自 己

誘導,コ イルの性質を根本的に理解していなくてはなら

ないことになる。

もし,彼等が,こ れらの理論という一つの流れの中で

正確にとらえていれば,あながちこのような倉1造活動も

無理ではないと考える。彼等が一つの理論をより大きな

流れの中で把握することによって,私たちが想像もでき

ないようなアイデアを生むことがしばしばある。そのア

イディァもはっきりした理論を自分なりに消化してきた

ものから発するのであるから,単なる思いつきとはぜん

ぜん質の異ったものとなっている。私は一つのプロジェ

クトが,こ のような形で,基礎的な理論の発展としてと

らえられるようになった時こそ,そのプロジェクトを通

して,子 どもの創造性も科学性も高められていくのでは

ないかと考えるのである。

(静岡県田方郡大仁町立大仁中学校)



側mmmmⅢ <さ さやかな教材研究>

木材の接合,木材の強さについて (2)

Ⅱ 木材の強さ

腰掛でよくいたみ,ぐ らぐらするようになるのは, 1図の順序である。①のところが,いちばんよくいたみ次に②

のところがいたむ。ほぞにきずがなく,丈夫なことが何より大切

であるが,時にはせっかく木取 りをしてみてもきずがあったりし

て,心配されることもある。

そういった時には, 2図 Aの ように釘を打って使えば,結構も

ちこたえるようになる。叉そのきずがBの ように①のところにあ

り,たいしたことがなければ,ほぞとして使用できるけれども②

のところにあるのは使いものにならないだろう。        .
力が加わり破損する時でも, 3図の①のところが折れ る こ と

はほとんどなく,たいていの場合②のところが折れてしまう。腰

掛,机の木材としては,しおじ,ラ フン材がよく用いられる。し

おじは丈夫であり,な ら, しおじとも板目より柾目の方が足を例

2図 3図

にとってもくるいが少なく丈夫でよい。

建具の材料には桧が主で,中でも米桧はよく使われている。しかし最近は値段が比較的安く柔らかく,しかも丈夫

で加工しやすいノーブルという木も米桧にかわりよく用いられるようになった。しかし備州桧も雨風にさらされても

黒 くなかなかならないし,ねばりがあって美しく, くるいがこないので重宝がられている。

タンスの材料としてはラワン材によくにたジヨンコンという木材がこれまたよく用いられるc

これは比較的虫が食わず, くるいも少なく安価なためである。

タンスの製作において表面に単板といっている薄板をはり合わせるが,そ の木材としてはさくら,黒たん,にれ,

しおじ,な ら,チ ーク,かつら,したん,ゼ プラ, ローズナツト等の木材がよく利用されているc

l.建   物

私たちが住んでいる家の屋根には曲げ力等の力がかかるが図のように合掌づくりができている。
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谷堂 づ 〈り

2.腰   掛

事務用の腰掛の布をとって裏面を見ると,角本が使われてい

るが, これがあるので圧縮力等の力が加わっても, ぐらぐらす

るのを防ぎ丈夫にもちこたえさせている。いわば縁の下の力も

ちの役目を果している。

タンスの台にも角木を使ったものがあり,腰掛の角木は,ね

じでとめてあるが, タンスの台の角木は,接着剤でとめたもの

が多い。

3.曲 げ試験

試みに曲げ試験を行なってみた。

まとめてみるとたったこれだけのものになったけれど, この実験は厄介だ。木材を一定の寸法にそろえ,含水率を

計算するのに相当時間が必要である。

学校では充分な設備もないので, ドラムかんに電熱器,棒状温度計を入れて行なった。おもりをのせ沢l定するのに

も重いのでなかなか世話がやける。

これには問題点もあると思うが,今後も更に正確な方法で他の試験もしてみたいと思う。

(岡 山県玉野市立玉中学校)
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教育内容研究の今日的意義

一一技術科教育研究の当面 している問題 (承前)一一

I

今 日,教育内容研究の重要性は,少 くともつぎ

の 2点から指摘することが必要である。

その 1つ は,子 どもに教える事項は,その価値

をふ くめてすべて国家権力が定めるものである,

という考え方が政府・ 自民党から提起されている

ことに起因する。それは,諸法令とりわけ日常の

教育施策のなかに具体化されている。また,教育

現場のかな りの部分にこれをうけ入れるような風

潮がある。 したがって, この考え方を打ち破るこ

とが, 日本の民主主義的な教育を前進させるため

に不可欠なこととなっていると考えられる。

他の 1つ は,ややむつかしい問題を含 ん で い

る。今 日,わが国の国家権力自体がアメリカ帝国

主義に総体的に従属 しているなかで, 日本国家独

占資本が人民に対する収奪 と抑圧を強化 している

という状況認識に立って,教師も地域の労働者農

民 とていけいして,ア メリカ帝国主義 と国家独占

資本に反対してたたかうことが重要である, とい

う課題がある。 (こ の問題提起自体は極めて正当

なものだ。)こ れ と結びつけて,教師が「教育内

容研究」 というせまい (?)技術的なことがらを

研究することを軽視するという考え方が,一部に

生れている。このような,いわば政治的な課題 と

4θ

一早木々佐

教育内容研究の重要性を二者択一の問題としてと

らえることが誤 りであることを明らかにすること

は必要である。

技術科のばあいについていえば,~教育内容研究

というしごとが,それにふさわしい重みで与えら

れていないという点からみて,前者の問題点を追

究することがより重要であるように思 う。

■

私の限られた知見と経験から全体をおしはかる

のは当を得ないとい う恐れもあるが,民間教育研

究運動のなかで,技術科教育の内容研究はいろい

ろな意味でたちお くれているように思 う。日教組

の教育研究活動についても,そ ういえるように思

う。 これに対して考えられるいくつかの理由の う

ちで,そ もそも「教師が教育内容を研究する」 と

い うことに最初から意義を認めず,か りにそれが

成 り立つとしても,それは文部省や教委当局が最

近さかんにすすめている「文部教研」 (教育課程

研究集会)と 何ほどのちがいがあるのか―一おそ

らく同じことになるのではないか, という疑間に

ついて考えてみたい。

ちかごろ,文部省や教委当局が「教育課程研究

集会」に熱心なのは何故だろうか,いや, こんな

ことを考えようともせずに,それはたいへんいい

●

～



ことではないか, という考え方がある。技術科に

ついては,文部省の鈴木寿雄氏のごときは (恐 ら

く「個人として」なのだろうが),文部教研でも,

教育の技術的なことだけでなく,教育内容研究を

しても少しもさしつかえないといっているようだ

から,何もわざわざ,な い金とないひまをつぶし

てまで苦労して民間の教育研究活動に参加しなく

てもよいではないか, というわけである。ところ

でどうだろう。事実として,い ったい現在の上か

ら組織される研究のなかで,学習指導要領に拘束

されないという意味で自由な技術科研究があるの

か。私のみるところでは,か りに鈴木氏の言が事

実であるにしても,いま (1965年代の)日 本に,

教育委員会当局が全く自由な研究を奨励している

事実があることはひじょうに考えにくい。おそら

くは,逆 に,指導主事などという者の大部分は,

現場の教師に対して,「肩書をかさにきて」,「い

じわる」で「 かたくなな」「指導」をしているの

ではないだろうか。 (か りに,いわゆる自由主義

的な思想をもった指導主事がいたとしても一一私

でさえいることを矢口っているのだが一―それは個

人の善意であって,客観的にみて,指導主事とい

う職掌に負わされている課題とはちがうものであ

る,と 考えるべきではなかろうか。)

文部省や教委当局が,教育研究を積極的にはじ

められたのは,け っして,たんに日教組がはじめ

た教育研究活動に対抗しようというような単純な

意図から発したものではない。(結果として,部分

的にはそういうこともいえるだろうが)は じめ

られた時期から考えても,それは,明 らかに,改悪

された学習指導要領にもり込まれた教育内容を,

教育現場に貫徹させるためのものといわざるを得

ない。それをもって,教師と次代をになう子 ども

たちを,ま るごと,非民主的な,従属的・軍国主

義的 0反動的な体制のなかに組み込もうとしてい

るわけである。だから,こ の官製の研究では,(そ

れが「研究」といえるかどうかは別としても)全

国テーマ ●都道府県テーマを,現場の教師にはど

のような意味でも相談せずに,教師からずっと離

れた上の方で決め,そのわく組みのなかでのみ,こ

とを押しすすめる。そしてまた,いわゆる全国集

会までの過程で,現場教師の創意的な一―ばあい

によると学習指導要領のわくを大巾にはみ出すよ

うな研究を排除するために,は じめから,(こ れに

よつて何らかの昇進の道をたく
゛
り出そうというい

じけた弱みをもっている)いわば素性の知れた教

師や教頭・校長や指導主事が積極的な役割を果す

ように周到な体制がくまれている。むろんこの過

程で,手続上民主的なよそおいをこらすために,一

部の民主的な教師を組み入れることもありうる。

それはいわば,「やっつける」ためでもある。

○○県技術・家庭科研究会と称する組織は不当

にも,文部省によって「民間団体」と称せられ,基

本的には文部教研以上に学習指導要領体制に忠実

な面をもっている。この組織は最近は,「民間団

体」であるという理由で文部省から補助金をもら

っている。この「補助金」の額は,の ちにのべる

民間団体が教師の身ぜにの集積という僅少な額に

くらべるとずっと大きい。そして,そ の補助金を

使 うために,「○○県の実情に即した技術・家庭

科を展開するため」と称して,学習指導要領を忠

実に実践するためのカリキユラム作 りにけんめい

になっている。それが自由な研究でありえないこ

とは,教師みずからが体験しているとお りである。

このような会は原則として現場教師全員を組織し

ている一―形のうえで教師の意向を反映している

一―だけに文部教研よりも悪質で始末が悪いとい

うこともできる。 (だからこそ補助金を出すのだ

ろうが)

最近は,教育研究は下からのもり上がる意欲に

もとづいてすすめるのだという「 よそおい」をこ

らすために,従来テーマなどを上から押しつけて



運営 してきた「研究指定校制度」は,指導主事 と

学校 とが協同で研究をすすめる「研究協力校」 と

称するものに変った。 (数年先の,学習指導要領

の再改定の準備のためといわれて新たに発足 した

文部省による少数の「研究指定校」は別である)

私自身もほんの少し経験したことだが,こ の研究

協力校という名の研究とかつての「研究指定校」の

それとはいったいどれほどの差異があるのだろう

か。私のみるところでは,その内実が変らないだ

けでなく, こんどは「おしつけ」でなくいっしょ

にすすめる「協力」だからという理由で,教師み

ずからも主体的責任を負う―一みずから首をしめ

るようなことにさえなっているのが実情である。

こういう体制がしくまれている,いわゆる,官

側の研究では,真に自由な教師の教育内容研究は

ありえないといわれなければならない。

それにしても,か りに官製のものでも,研究し

ないよりする方がよいのではないか, という言い

分もあろう。しかし,私はそうは思 わ な い。今

日,政府・文部省が,学習指導要領に盛 り込まれ

た学力を現場におしつけることにやっきになって

いるとき (学カテストを想起してみよう),技術

科だけが例外であるはずがないし,教師がその体

制のわくのなかに (他から強制されて組み込まれ

たというようなやむない事情があるな ら ともか

く),すすんで,主体的に入ってゆくことの客観

的意味を考えると,私はこれを肯定することがで

きない。

官製の研究でも,研究してみなければいいか悪

いかわからないではないか, という一種の不可知

論を私は肯定しない。 (そ う思っている人の思想

や行動は,それなりに「 自由」なのであろうが)

このような考え方は,も ともと主観的にはとにか

く,客観的には官製研究を肯定するところから始

っていると考えられる。またやってみなければい

いか悪いかわからないほど私たちは盲E的な実践

5θ

をしてきたわけではない。私たちは,不十分にせ

よ批判的な研究の積み上げもあるから,官製研究

のクグラナサを知らない程無知ではない。

Ⅲ

教師の自由な研究の場は,い まのところ,教師

がみずからの意志で集るサークル,あるいはその

結集体である民間教育研究の活動のなかにある,

と私は考える。い うまでもな く,サークル活動に

参加した り民間教育研究団体に参加することは,

いまの状況ではひじょうに困難がある。そこでは,

官製,半官製団体の場合ならば積極的に奨励され

るに反 して,権力の側に立つ者から,ひややかな

眼で見られ,陰に陽に抑圧されることが多い。か

りにそんなことがなかったとしても, 日増 しに増

加する忙 しさのなかから,研究活動に使 う時間を

見つけ出さなければならない。また教育内容を研

究 しようといってみたところで,手近かによい指

導者が得 られなければ, どこから手をつけていい

かわからないということもあるだろう。 しかし,

よく考えてみると,困難をともなわない自由な活

動,自 由な研究 というものがあるのだろうか。権

力者側――一般に体制側から何らかの抑圧 (忙 し

いこともその一つ)カミあるとき,その困難にうち

かつ ことのなかに始めて,「自由な」活動,「自

由な」研究があるといえるのではないだろうか。

困難を回避してより安易な道をえらぶ ときも,そ

の生き方のなかには,真の意味での (みずからの

主体性がつらぬけるという意味での)自 由はあ り

得ない。人間が目さきにあるより安易な道をえら

ぶ という心情は,誰にも共通するものであって,

それをむやみに責めてもしかたがないのかもしれ

ない。官製研究のなかに入ってゆくことヽ安易な

道の一つであ り, この道は安易 ガころか世俗的昇

進の道でさえあるかもしれないのだ。残念なこと

に「 日々を,体制に順応 して波風なく過ごす」 と



いう生き方は,教師をふくめた多くの人々の歴史

のなかにしみ込んでお り,いわば精神的風土をか

たちづくっている。そして権力の倶1に 立つ者は,

いつも,た くみにこれを利用している。このこと

が, どれだけ悲惨な結果をまねいたかは歴史が示

したのであるが,多 くの人々が再びこの道を歩も

うとしていると,い ったら言い過ぎだろうか。

真に自由な研究,真 に日本の子 どもたちに役立

つ教育研究は,安易な道のなかにはない, という

べきである。

Ⅳ

私は,自 由な研究の意義をさく
゛
るために,少 し

まわ り道をしたように思 うので,教育内容の研究

という問題に焦点をしぼってみよう。

明治 このかた1965年 という現在に至るまで, 日

本では,少 くとも小・中学校では,教師みずから

が教育内容をきめる自由があつたためしがない。

教師はつねに, よその (と いうよりはおかみの)

きめて くれたことだけを教える役割をになわされ

てきた。だから,「教育内容」 とかその研究 とい

うことは, ことば自体に実感がともなわないのは

む りからぬことである。

私たちが教育内容 というのはある意味では教師

が子 どもに教えるすべてのことであるが,やや大

ずかみにいえば,知育,徳育,体育,美的′心情の分

野にわたる知識,技能ということになるだろう。

(「労働」をつけ加えるべきかもしれない。断って

ぉくが, これは少 くとも厳密ないい方ではない)

技術科教育の教育内容ということにつ いて い え

ば,た とえば,製図なら製図という分野において

必要な科学的な知識,製図のために必要な技能と

いうようなことである。そして,教育研究という

ときは,そ の知識や技能の中から, どれだけの事

がらをどういう角度から教えるべきなのかという

点に重きをおいて研究することをさしている。

もちろん,技術科教育の内容としてどういう

分野が考えられるかということも,教育内容研究

の重要な位置を占める。この場合に注意すべきこ

とは,われわれは技術科教育の青写真をつ くりあ

げることに重きをおくのではなく,現実の一一学

習指導要領にもり込まれたものを批判的に検討す

ることによって新たな構想をつくりあげてゆくべ

きだということである。

どういう方法で教えるかということを無視する

わけではない一一それ自体重要な研究課題にちが

いない一一が,技術科教育研究の現状からいえば

それはどちらかといえば従とすべきだ, というこ

とである。また,教育内容研究というときには,

あることがら,た とえば木工 という分野のなかの

あれこれを教える必要があるのかないのか,機械

の分野では自転車やミシンにふくまれるものを中

心としていいのかガうか (も っとちがった観点か

ら教えることを考えなくてよいのか),内燃機関の

原理というようなことは教えなくてよいのかどう

か,技術の学習というのは分解,整備,組立方式の

プロジエクトしかないのかどうかと,い うような

教材選択の問題をふくんでいる。ある教材を教え

ることの意味を真剣に考えたことのない人には,

おそらく, うえに述べたような意味の研究はひじ

ょうに考えにくいのはやむを得ない。しかも,旧

師範学校や現在の教員養成大学,学部では,ある

教材のもっている価値を疑ってみるような教師が

できないように努力してきたのだから,つまり,

それは体制側の要求であったのだから,教育内容

研究ということが考えにくいことを,教師個人の

責任に帰すわけにはいかないのである。

(日 本の文部省あたりは,自分につごうのよい

ことならば大いにアメリカ,イ ギリスの例をひく

のに, これらの国では教材の選択権は教師にある

という動かせない伝統については口をつく
゛
んで語

っていない。だから,多 くの人は,教育内容とい

51



うようなことは,文部省あたりの中央で決めるの

が当然なのだという間違った観念をもっているの

だ。)

こうした事情があるため,教育内容研究には他

には見られない困難さがある。たとえば,機械の学

習一つを取 りあげて考えてみると,学習指導要領

や検定教科書にかかれている事項について,それ

だけでいいのか,基本的な事項はもっとほかにあ

るのではないか,不要なことに重きがおかれてい

ないか。学習事項相互の内的関連と順序 (構造と

いってもいい)は教科書のように展開することに

よって保証されるのか。内的関連を重視するなら

教科書では全く違った展開法がありうるのではな

いか, というような教育内容研究にふくまれる間

題は,学習指導要領や検定教科書あるいは教科書

会社のつくる指導書をひもとくだけではときあか

すことのできない性質のものである。このような

問題を解明するためには,教師自身が機械の学習

内容の構造的性質をさく
い
るために,機械について

学ぶことを要請するわけである。それは必ずしも

一人の教師が,精密でぼう大な現代の機械工学を

深 く学ぶことを意味するものではないが,し かし

少 くとも教材の個々の事項の位置づけを明らかに

するために必要な学習を必要とするものである。

私は,教育内容研究のために,技術科教師はす

べからく刻苦精励せよなどといっているわけでは

なく,研究の一つの視角を示しているつもりであ

る。

(少 しよそみちにそれるが,池上・ 向山両氏

が,私 どもの書いた『中学校技術科指導講座』へ

の書評のなかで,「機械材料と材料力学」「機械

要素」の章はとくに「機械工学便覧」をうすめた

もののようになり,現場教師に対する制約からく

る配慮に欠けているのではないかと思われる点も

なくはない, と指摘されたことがある。私 どもの

書物の, とくに私の執筆したこの部分に指摘され
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たような傾向があることについては率直に認める

が, しかし,直接に授業に役立つかどうかは別に

しても,教員室や技術科教師の書棚に「機械工学

便覧」がそなえられていないことが多いのは問題

にされてもいいのではないかと思 う。両氏が前述

のように指摘されるのは,それがそなえられ活用

されているからに違いない。)

V

技術科の教育内容研究には,さ まざまな研究視

角があ わうるし,ま た多 くのサークルがいるいろ

な角度から研究をすすめることは必要なことでも

ある。だから,こ こでは私が研究活動に参加する

なかで経験したことや考えたことをもとにして書

いてみるが,それはこれだけが教育内容研究だと

いう意味ではないことをお断 りしてお く。

技術科教育の研究視角の一つは,サークル (サ

ークルがないときは個人)で,一つの分野―一た

とえば製図なら製図,機械なら機 械―― につ い

て,今まで民間教育運動や発言されてきたことを

手がか りにして,深 く研究 してみることである。

技術科の扱 う分野はひろいから,一人 (あ るいは

一つのサークル)で全分野に手をつけるというこ

とはふつ うは困難である。何を研究するかという

テーマの決め方にはいろいろあろうが,いずれを

選ぶにせ よ,研究活動を散慢なものにしないため

には是非とも必要な配慮である。 (い うまでもな

く,い くつかのサークルがそれぞれ違つたテーマ

を研究すれば,それをあわせたときにはひじょう

に大きな力とな り,単に寄せあわせた以上の成果

が得られるはずである。)ま た,一つのテーマは,

一学期 とか二学期間あるいは一年間というような

時間をかけて深 く追求すべきだと思 う。一つの分

野で手がけた研究方法や研究成果は,必ず文章化

してお くべきである (た んに図式化 してお くだけ

では不十分である)。 そうすれば,それを他の人も



活用できるし,そ の成果は他の分野に活用できる

はずだから,けつしてムダになることはない。

念のためにつけ加えるが,「学習指導要領にこ

う書いてあるから」 とか「教科書にこう書いてあ

るからこうでなければならない」 というような,

か りに日ではそうはいっていないとしても,そ う

いう観念にとらわれている人から学ぶべきことは

少ないし,ま たそういう観念にとらわれるべきで

ない。

教育内容研究に関する限 り, よく雑誌にのって

いるような, 1つ の単元の展開表は悪 くいえば学

習指導の順序に少 しばか りの くふ うがこらしてあ

るに過 ぎないことが多 く,学習内容の本質的な点

を明らかにしていないことが多いから,あま り役

に立たない。教材の一つ一つについて深 く考察し

てあるもの (そ ういうものは少なかったが)に学

ぶ ことが′む要である。

たしかに,か って農学や商学を専攻した人が,

工学のある分野について学ぶ ということは楽なこ

とではない。しかし,それなしには研究 も実践 も

すすまないのだし,同 じ道を歩んでいる多 くの人

がお り,研究してゆくなかです く
い
れた成果をあげ

て実践 している人 もいる わけだから (『技術科の

創意的実践』を見 よ),お くする必要はない。 1

つのテーマに 1年間もとり組めば,そ の分野に関

する限 り相当の力量が得られる (指導主事の,い

じわるなこけお どしの批判 く
゛
らいを打ち破れるく

らいになる)の ではないだろうか。そしてそれを

お互に積み上げればいいわけだ。

テーマをしぼるということについては,私 は,

ある単元のある一時間のなかで何を教えるか, と

いうことを研究するのも一つの方法だと思 う。技

術科の授業は, とかく,プ ロジエクト学習 (あ る

いは作業学習)に なつてしまうので,一たん題材

(ブ ックエンドとか自転車 とか,蛍光灯 とか)を 決

めてしまうと,あ とはよくい うように「適当に授

業を流 してしまう」や りかたが多いから一一 それ

は,プ ロジエク ト学習の必然的な欠陥でもあるわ

けだが,一―ある時間に,こ こでは,少 くとも何と

何を教えるかということがなおざりになる。 (こ

れは,ほ かの教科だったら,ふつ うは考えられな

い)も ちろん,一時間一時間の授業を毎 日研究 し

ていけばよいかも知れないが,限 られた時間のな

かで深 く学ぼうと思ったら,そ ういうことは不可

能 というべきである。

サークルでの研究や民間教育研究運動の決定的

に有利なことは,お互いにそっちょくな話 し合い

と批判をしあうことができることである。われわ

れ教師というものは,存外に自尊心が強いから,

自分が批判の対象となることを恐れる。官製研究

のなかでは,それは一種のやむない自衛手段でさ

えある。そのため,官製団体,半官製団体の研究

では,そ っちょくに批判されることもな い か わ

り,親切に助言するとい う空気もない。他人を批

評するばあいは,おせじかあげあしとりか,自分

の知識を見せびらかすための発言になる。 したが

って,研究は形式的にな り,全 く何の役にも立た

ないとい うことになる。

サークルでは,(誰でもそもそもの初めは無知

から出発するのだから)自分が知らないことを棚

にあげておいた りしないで,知 らないことを知ら

ないとしてそっちょくに他人の意見や知識に耳を

かたむければよいのだし,あ たっているllヒ半Jに は

あまり無理な弁解をしないで (こ れをわれわれは

よくやる),率直に受け入れても自分 も含めて誰

も損をした りすることはない。

私はここにのべたような研究をしているサーク

ルや個人の例をいくつか知っているが,そ この人

々は,それぞれ多方面で成果をあげ,す く
゛
れた実

践家になっているといってよいと思 う。

b~θ
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近頃一部の人々の間に流行 (?)している観の

ある「授業研究」については,私 も教科研の授業

研究に参加したり,技術科についてもいくつかの

例を見聞してお り,重要な問題を含んでいるよう

に思 うが,「授業研究」というものを教育内容研

究という観点からどう考えるかというような問題

については,別の機会にまとめることにしたい。

さいごに,技術科教師のあいだにも,ご く一部

にある「当面の政治的諸闘争」を重視して「教育

内容研究」を軽視した り,あるいは両者を二者択

一の問題としてとらえたりする考えにふれておき

たい。

私個人は,現在,ア メリカ帝国主義の軍隊がわ

が国の一部である沖縄を基地として南ベ トナムを

侵略していることは深いいきどお りをお ぼ える

し,わが国を侵略戦争の人中に追い込む可能性を

もった日米安保条約体制に心から反対している。

そして, こういうふうに考えることは,教育内容

研究の重要性を主張することと矛盾するものでは

ないと思っている。なぜなら,日 本の独占資本は,

その収奪を強めるためにも,そ して日米安保条約

体制を強化するためにも,教育への統制を強めて

いると理解することができるからでもあ り,だか

ら民主的な教育内容研究をおしすすめること自体

も,客観的には重要なたたかいの一環であると理

解 しているからである。もちろん,あ る人が平和

を守るため,憲法を守るための諸活動にいそがし

く,あ る人は教育運動のさまざまな局面での活動

にいそがしいとい うことはありうることである。

こうしたことは,運動をおしすすめる過程では避

けられない矛盾であ り, このこと (つ まり自分は

忙 しくやっているのに,あの人は平和運動に熱心

でないというようなこと)で民主的な人々の間に

何らかの誤解をもち込むことは間違っている, と

思 う。もちろんまじめでありながら平和運動たい

せつさに関心をもたない人がいるとき平和活動の

大部分を説き諸活動への参加をうったえることは

必要であるが,そ のことのために教育研究活動の

たいせつさを否定したとしたら,そ れは真の意味

での平和を守る活動 とはいえないのではないかと

思 うのである。

(教 科研常任委員)
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それは選択教科という形でとりあげ,男女のそれぞれに

学習させるべきであると考えている。 (正 しい意味での

選択教科ということができないかも矢日れないが)しかし,

現在の状況のもとでは, この考え方を直ちに実践すると

い うことはできない。だが私たちは現場の教育実践の中

ですこしでもこの方向に近づいていけるような努力をつ

づけている。私たちは昭和37年度に本校の技術・家庭科

の教育計画を編成するにあたって,教育内容を技術の面

にのみであったが,男 女共通学習として何をとりあげる

かを検討し,それをふくめての教育計画を立案した。以

後それを実践にうつすべく校内の態勢をととのえ,よ う

やく昨年度 1年生での機械加工学習においてのみ,男女

共学を実践した。そうしてこの経験と実践を大切にし,

本年度は 1年生の機械加工学習 (木材の加工)と 2年生

の機械加工学習 (金属の加工)の一部及び機械の学習の
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援業を男女共学で展開していけるという段階にまでこぎ

つけることができ,更に来年度はここにかかげたものの

他に, 1年生の基礎製図の学習と, 3年生の電気の学習

をこの路線にのせていきたいと考えている。しかしこれ

も私たちの考えていることとはほどとおい
(っ のであり,

家庭科の教育内容についての検討がなされておらないと

いう欠陥をもっている。

以上まとまらぬままに大ざっばな私たちの実践と,技

術・家庭科の教育について,私たちの現在考えているこ

とをのべてみた。これに対するきびしい批半」が 加 え ら

れ,私たちのあゆみがより正しく,よ り充実したものに

と発展していくための方向を示していただければ,こ の

上なきしあわせと考え,多 くのきびしい批半1と おしかり

などのよせられることを期待している。

(京都府船井郡 日吉町立殿田中学校)



労働経験学習と総合高校 (そ の1)

―一アメリカ中等教育の産学協同について一一

1.・ 産学協同の概況

アメリカ合衆国においては,企業と学校とが何

らかの形で連けいして教育を行 うことが広 く行

われている。クラークとスローンとが1957年 に行

った調査(1)に よると,従業員に対して教育活動を

行っているという企業のうち66.8%は 企業内ばか

りでなく,企業外の正規の学校 (formal institu_

tion outside the iurisdiction of the company)

でも教育を行っている。その他に企業外の学校だ

けで教育しているところが 1.6%あ るので,それ

をふくめると68.4%と なり,その中の97.5%は 企

業が費用を負担している。企業内だけで教育を行

っていると回答したのは28.3%であるが,こ の中

には企業内の教育に学校から講師を招くだけのも

のもふくまれている。もしこのようなものまで範

囲をひろげるならば,い わゆる産学協同 (co―

operative education system)は 全企業の 8害」以上

にもおよぶと推定される。

このような産学協同計画 (CO― Oprative plan)

は1906年 にシンシナティ大学 と大企業数社との間

で27人の技術系の学生について行われたのがはじ

まりだといわれるが,1953年～1954年の学年には

全アメリカの技術系学生 の うち 2万人 (10%)

哉

以上が学生社員 (Student employee)だ ったとい

う。最近では,その水準も大学院から高校の各段

階にわたり,ま たその内容も技術系だけでなく経

営,事務,セ ールスなど広い範囲に わ た つてい

る。受講者の総数は1956年で経営幹部10万人,一

般社員70万人 と推定されている。経営者の中でこ

のような産学協同による教育に反対の意見をもっ

ている者は僅か 8%しかなく,56%は積極的に賛

成の意見をもっているという(a。

中等教育の段階では1928年 までに78都市で5682

名の生L徒が産学協同の教育をうけたというが6),

その後その数を増 し,連邦教育局の調 査 に よる

と,1959年 には産学協同計画 (C00perative Vo―

cajonal Programs)1/c登 録されてい る生徒は販

売関係 (dist五 bution)で 36,000人 ,工業関係の協

同計画で 20,000人 , 工業関係の補習計画 (cOn_

tinuation programs)で 21,000人 ,職業訓練 (app―

rentice training)で 133,000人 ,看護関係で27,000

人,合計23万7000人 におよんでいるという(4)。
ハ

イ・ スクールでの産学協同計画は第11学年および

第12学年を対象にするのが普通であるから,その

登録総数は該当学年生徒総数約 300万人の 8%に

当る。

※ コナント報告では第12学年の生徒総数を約 150

官 地 誠



万人と推定している(5)。 この数を2倍して11,12学

年の生徒数約 300万人と推定した。なお連邦教育局

の報告では11,12学 年の中途退学者はそれぞれ総退

学者数90万人の21%(約 19万人)と 20%(約 18万人)

とである(6)D

2.労 働経験学習

中等教育の段階で行われている産学協同の型体

で最も典型的 な もの は,一般に労働 経 験 学 習

OVork Experience Program)と いゎれるもので

ある。 シンシナテ ィの 公 立 学校 (public high

sch001)で はじめて行った産学協同計画 (Cincinud

plan 19o6の 開始後まもなくはじまった)に もこの名

称が用いられているし,連邦教育局 もその勧告の

中で現在および将来の問題としてとくにこの労働

経験学習をとりあげているc)。

ググラスによると,ア メリカの中等教育におけ

る労働経験学習 とは,お よそつぎのようなもので

ある。

1。 生徒は 1日 に2～ 4時間,あ る種の仕事

(s9me type Of occupation)に 実際に参加す

る。

2.彼は 1日 に 3～ 4時間学校に出席 し,3科

目またはそれ と同価値のものを履習する。

3.彼の仕事の配置は,一般にコーディネータ

ー (coor&natOr)の 肩書きをもつ学校の代表

者がきめる。

4.そ の仕事の配置は,本人,雇い主,コ ーデ

ィネーター,お よび本人の親の うち片方また

は両方の同意によってきまる。

5。 その同意によって,雇い主は,その若い労

働者が仕事について教えられ,ま た仕事につ

いて学ぶ機会を与えられるのだということを

認める責任を求められる。

6,そ の若い労働者には,生徒でない同じ労働

者に支払われる賃金 と同額か,ま たはほとん
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ど同額の賃金が支払われる。

7。 その若い労働者は彼の労働経験に対 して ,

学校の単位を与えられる。

その労働時間に応じて通年の 1単位または

1.5単位が与えられるのが普通で,一般に総

計 4単位をこえる単位は与えられない。

8.コ ーディネーターは生徒の労働および教育

的経験を監督する大きな責任をもっている。

彼はつぎのような場合にはその見習労働者を

仕事からひきあげさせる権利をもち,責任を

負っている。(の 生徒が雇い主に対 して忠実に

責任を果さない場合,わ)生徒が訓練をうけて

いる仕事について教育的な経験を積み,成長

するための適当な機会を提供することを,雇

い主がおこたっている場合③。

このような型体の教育が行われているのは,つ

ぎのような職業の分野についてである。

1.商品の販売およびサービスの分野の仕事。

2.事務的な仕事。

3.レ ス トランその他の食堂,お よび調理の仕

事。

4.さ まざまな建築おょび自動車整備の仕事。

5.そ の他の商売および工業関係の仕事。

6.看護婦,歯科医者,防腐技術者,印刷技術

者の補助のような,さ まざまな型の仕事 o)。

これらは単一の仕事に従事するだけで成 りたつ

場合もあるが,ま た,い くつかの仕事のグループ

を経験する仕組みになっている場合もある。たと

えば商業実習計画 (distributive education pro_

gram)で は, 販売に関するさまざまな仕事, 事

務的な仕事,ス ールス・マンの仕事,サービスの

仕事など一連の仕事を経験する。

3.学 校・ 企業・ 生徒

この労働経験学習を構成する三者,すなわち学

校,企業,生徒 (労働者)に はそれぞれの立場が



ある。学校はこれをまず職業教育の一型休 として

位置づける。生徒はさまざまな職場で夫々の仕事

を経験する(diverSiied Occupations w.e.p.)が ,

それらは学校における職業科目の勉強と相まって

より完全なものとなる。連邦教育局の提案にはこ

の点についてつぎのようにのべている。

“これ (part― time coOrperative training)は

学校での勉強 と職 場 で の 仕 事 との統合 (co―

ordinatiOn)の ために提供 され た訓練計画であ

る。そのように計画され,学校 と雇い主の相方

によって監督される二つの経験,そ の夫々は,

自ら選んだ仕事における生徒の成長に直接に貢

献する。訓練生の学校内でのスケジュールには

卒業のために必要な教科目と仕事に直接関係の

ある教科目との均衡を保 っ た結 合がある。雇

主,教育行政官,学校のガイダンス担当教員 ,

関連学科の担当教員など, これらの人々はすべ

てこの計画を効果あらしめるために欠 くことの

できない人々であるが,彼 らの努力を関連づけ

るという点で,学校の正規のスタッフとしての

コーディネーターは最も中核的な人 (Key per―

son)である''(lo)。

高校における産学協同は学校教育の一つの型体

であ り,職業教育の方法の一つである。したがっ

てそのイニシャティヴは学校がもってお り,そ の

直接の責任者は学校の正規の職員であるコーディ

ネーターということになる。前にのべたダグラス

の説明によれば,彼は生徒が仕事に不真面目であ

った り,雇主が教育的配慮をおこたった りす れ

ば,生徒をその職場からひきあげさせる権限をも

っている。

学校教育の一型体として労働経験学習をみるな

らば,生徒は第一義的には学校に所属する。彼 ら

は学校における学習をより効果的なものとするた

めに,学習を発展させるのに役立つ労働の経験を

積む。 しかし,企業あるいは雇い主は必ず しもこ

れ と同じ見方をとらない。 “学業を主 とし仕事を

従 とする者 (a full― time student with a part

time job)は収入をうることにばか り気をうばわ

れ,それをどうして獲得するかには注意がむかな

い。 ……学業を従 とする者 (part‐ time student)

にとっても収入を得たいということが一つの要素

になっていることは疑いないが,こ の場合は一般

に重点が仕事 に あ り,学業を主 とする者 (full_

time student)に はほとんど不可能な労働 と勉強

の結合 (integration Of wOrk and study)を 示唆

している。1)。  これは大学の場合についての言葉

だが,高校の場合にも本質的にかわ りがないと考

えられよう。雇い主はこの産学協同を仕事中心に

考えてもらいたいし,よ り良質の労働 力 を得 た

い,労働力の質を向上させたいという期待が第一

義的なものとなる。クラークとスローンは “人的

資源の不足"(manpower shortage)の ために,

産業界は,中等教育段階においても,さ まざまな

補助的な能力を訓練することのできる有能な人た

ちを, しばしば在学中にでもさがしだそうとする

ようになった。"と いっている(12)Oこ うした強い

意欲をもつ企業の側 と して は, 産学協同の計画

に,仕事を軸にした効果を期待するのは当然であ

ろう。

学校は産学協同に学校教育の新 しい型体 として

の意味をもたせようとし,企業の側ではそれに有

能な中堅技能者の育成 と獲得を期待する。そして

この産学協同の教育を受ける生徒 (cooperative

student)の 中には, 先にもふれたように, 単に

収入を得ることだけに関心をもつものがいるとい

う。在学中からパー ト・ タイムの仕事をみつけて

収入を得るということは,親がか りをぬけ出 して

独立するという建設的な面もあるか も しれない

が,それは産学協同について学校が考えているこ

ととも,企業が考えていることとも異る。それは

職業教育のプログラムとは別のことである。 しか



し,こ の事実を教育的に活用するとい う こ とは

考慮されてもおかしくはない。 “150万人以上の

高校生が報酬を得て働いているという事実は,彼

らの働きに対する需要があり,ま た彼 らの多くの

者の側に働きたいという意志があることをしめす

ものであろう。 これ らの働 く機会を活用 して,労

働 と学習 との結合された計画 (integrated work_

study prOgrams)を もっと多く,も っと広い地域

に拡大 していくことが課題となろう。 これを推進

すれば,よ り多くの中小企業が,適正な教育計画

を作っている大企業の先例にならうというよい傾

向を強めるかもしれない''c3)。 150万人 という数

は全アメ.リ カの第12学年の生徒総数 と同じ数であ

るから,高校生の中で有給労働に従事する者の割

合が相当に多いことがわかる。 これだけの生徒が

働きたいと欲 し,彼 らの労働への需要があり,ま

た現に働いているとすれば,それを何 らかのかた

ちで教育的にも意味のあるものに組織 したいと考

えることは自然のことである。 ここにも中等教育

における産学協同計画を推進する一つの要因があ

るのではないだろうか。

ともあれ,学校 と企業 と生徒 とが夫々の立場で

労働経験 (work‐ experience)に異った期待をか

けているとすれば,その運営には困難が伴 うこと

が予想される。 “教育内容は合同の職業訓練委員

会で計画 される''(10と いうが, この委員会の構

成や運営,審議内容はこの計画の効果に大きな影

響があるであろう。また,職場における指導の計

画および実際 と,学校での関連科目のカリキュラ

ムとの関連性の濃淡も大切な点 とな ろう。そし

て,最 も肝心なことは,学校のスタッフの一員で

あるコーデ イネーターが,職場の教育的な配慮を

推進 した り,生徒の経験を学習にまで高めるため

に,どのような活動をしているか とい う点で は

あるまいか。高校における産学協 同計画 を制度

(system)と して整えることは困難でないが, 学

5θ

校 と企業 と生徒 とが夫々三様の立場をもっている

ことを考慮すれば,それに統 合 され た教育計画

(integrated educatiOni program)と しての効果

を期待するためには,そ の運営, とくにコーデ イ

ネーターの効果的な活動がキー・ポ イ ン トとな

る,と いってよいようである。

4.労 働経験学 習 と職業教育

雇用者が産 学 協 同 に よる生徒 (cooperative

student)を 第一義的に被雇用者 とみようと,生徒

の中にも労働経験 (work‐ experience)を まず収

入を得る手段 とみる傾向があるとすれば,こ れは

教育の機会 というより,労働の機会 と して の色

彩の方が強 くなる可能性があろう。 “生徒は同じ

会社で年間を通して実際に働きながらすごすのが

普通である。会社も生徒も何 ら永久雇用の契約を

かわしているわけではないのに,多 くの生徒たち

は,彼 らが訓練をうけた会社に,事実上半永久的

に (on a permanent basis)雇用されている''cD。

とクラークおよびスローンはいっている。 この場

合には,労働経験学習は,将来の職業生活のため

の準備教育ではなく,む しろ,そ の時から職業生

活がはじまっている,と みる方 が正 しいであろ

う。

労働経験学習における労働経験が,雇用労働そ

のものに近 くなった場合,教育的な観点から懸念

されるのは,その労働経験が学校の職業教育から

遊離することであ り,ま た,そ の労働経験の巾がせ

まくなることであろう。労働経験の巾をひろげ,そ

の労働経験を学校における職業教育の中に位置づ

けることが,労働経験学習を教育的に効果あらし

めるために不可欠のことと考えられよう。連邦教

育局は労働経験学習の発展 と改善のために,実験

的な学校の労働経験学習計画 (pibt school work

experience prOgram)を 数多く作 ることを勧告し

て,つ ぎのようにいっている。



“この実験的な教育計画は公立中等学校の教育

計画の正規の一部分 (regular part)と して作ら

れなければならない。職業訓練 (trdning)は 職

業教育(vocatiOnal education)の 正規の授業計画

(regular program)と 密接に調整されなければな

らない。教育,労働経験は現在の職業教育計画に

つけ加えられるべきものである。……夫々異った

興味や能力をもった生徒 た ちに役立ちうるよう

に,多 くのタイプの仕事 (job)カミ用意されている

ならば有益であろう。労働経験からひきつづきそ

れを定職 とする場合が多い。他の異る労働経験を

させるために,生徒を他の領域に移しうるように

はしておくべきであろう''(16)。

学校における職業教育は職業への準備教育であ

り,巾広い適応の基礎となる能力を育成すること

が求められる。とくに技術革新の進展に伴って,

労働の内容に変化が予想される時代には職業への

適応の巾の広さは大切である。教育的に不十分な

計画の下で巾のせまい労働経験をつむことは,現

在および将来の職業教育として適当なものではあ

るまい。労働経験学習が中小企業にまで普及拡大

しようとする状況の中では,こ うした懸念はます

ます増大する。この時に当って,連邦教育局は,

1960年代の職業教育の方向を見出すために最も教

育的に計画された実験的な計画 (p10t prOgram)

を数多く作ることを提案したものであろう。商業

関係の産学協同計画には,その経験 の 巾 をひろ

げ,販売関係の各種の仕事を一通 り経験させ,経

験を通して流通・販売精神の全体を理解させる計

画 (diStributive education program)が いわれて

いるようである(17)。

5。 小規模高校 と広域職業教育

労働の経験は,も しそれが十分教育的に計画さ

れたものであるならば,職業教育として有効であ

ろう。しかし,職業教育を欲す る全 国 の高校生

に,こ のような教育の機会を与えるには,大きな

障害がある。アメリカでは,広大な地域に数多く

の小規模高校が散在しているからである。コナン

ト報告によると,全米の高校の総数約21,000校 の

うち,約 17,000校 は卒業年度の生徒数 100人未満

のいわゆる小規模学校であり,第12学年生のうち

100万人 (総数の3分の2に 当る)は これ らの小規

模学校で学んでいる(10。 小規模高校ではアメリ

カの高校の特徴 とされる総合制を維持することが

困難である。そこでは多くの科目を用意すること

が難 しいからである。そのことに関連 して,コ ナ

ントはつぎのようなことを指摘している。 “これ

らの問題に対処するために,小規模高校がふつう

におこなっていることは,生徒の才能や興味を無

視して, 全生徒に学問的な科目 (academic pro_

gram)を 要求することである。 しかし, これで

は,学問的才能をもたない生徒は,職業にっくた

めのべんきょうをしたり,一般的な興味をのばし

たりすることが,ほ とんど,できない''oり。

職業教育の科目が十分でない学校では,教育的

に効果のある労働経験学習はできない。もしこの

ようなものを設けたとしても,それは教育計画と

いいうるものにはならないであろう。労働経験学

習は多く工業の発達した者

`会

地に多い(20の はこ

のような事情にもよるのであろう。

コナントはこのような欠陥を克服するために,

高校を適正な規模 (卒業年次の生徒数100人以上)に

するよう提案しているが,それとは別に,職業教

育の振興のために, 広域職業教育 (Vocational

Education on an Area Basis)の 計画カヨまじま

っている。この計画 は と くに合米国防衛教育法

(National Defence Education Act)の 成立 (19

58)以来さかんになりは じめ たもののようであ

る。"二つ以上の学校にまたがる広域職業学校お

よび計画 (area vocational schools and prO_

grams)を急速に組織的に発展させることによっ

“

｀



て,最大多数の人々の関心や職業訓練の要求を最

大に満たしうるという確信が増大 しつつある''(21)

と連邦教育局の提言ではのべてある。

この広域職業教育の構想は高校や短期大学にお

ける職業準備教育から,現に職業についている者

の再教育にわたる相当広範囲の内容をもつもので

あるが,"こ の広域型の職業教育は,あ らゆる型体

の職業訪1練 に役立てることができる。その中には

パー ト・ タイムの産学協同の職業訓練 (part‐ time

coorperative training)も ふ くまれている''c幼。

とのべられている。 この産学協同の職業訓練がど

のようなものであるか,詳細は明らかではない。

成人教育にも力点をお く広域職業教育計画では,

広い地域の成人たちが広域学校 (area school)の

使宜を受けるという面もあるが,ま た地域の高校

(community high sch001)の 生徒が,よ り広い

地域 (area)を基礎 とする教育計画によって,職

業教育または労働経験の上でより多くの便宜を得

られることをも期待 しているようである。その点

ではこれも広い意味で労働経験学習の一つとみる

ことができよう。
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数 学 教 育 協 議 会 第 13回全 国大 会の開催について

1.大会テーマ「幼年から大学までの数学教育一貫カリキュラムはどうあるべきか」

2.期  日 8月 3日 ,4日 ,5日
3.場   所 岩手県花巻市 花巻温泉 紅葉館ほか

4.日  程  8月 3日
12:00～ 13:00 記念講演「数学教育の展望」遠山啓氏
14:00～ 17:00 研究協議会 と入門講座

8月 4日

9 :00-12
13:00-16 ::}学年別分科会 :::::Ξ ;〔

8月 5日

9:00～ 12100 学校別部会,閉会行事

5.費  用 参加費 500円 宿泊費 (1泊 3食付)1,200円  計 2,900円

6.申 し込み先 7月 15日 までに,500円 をそえて 「岩手県盛岡市上国上台13

大山彬」まで

7.問い合せ先 東京都武蔵野市吉祥寺東町 3の 5の 7

法政大学第一高校内 数学教育協議会

6θ



標記講座を開催いたしますので, 多数みな

技 術 科 夏 季 大 学 講 座 要 項

△
〓　　
〈
〓

一
康

八

一
雄

助

雄

寿

治

部

程

第5回 「技術科夏季大学講座」の開催について

ことしも,下記により本誌編集委員会の主催で,

さまがたの参加を期待します。

期   昭和40年 7月 29日 (本)～ 8月 1日 (日 )の 4日 間

場   東海大学 (東京都渋谷区富ケ谷1431,国 電・渋谷駅下車,幡 ケ谷行バスー道玄坂

途中の東宝映画館前よリー「ニツ橋」下車)

講師と題目

技術教育の本質          日本学術会議委員    福 島 要

技術教育内容選定の視点      国立教育研究所員    中 村 重

新建材と加工法について      高島屋工作所工務部長  広 田 栄

機構学習の教材について      東海大学工学部教授   真 保 吾

電気学習の教材について      宇都宮大学教授     馬 場 信

機械工作の基礎について      東工大付属工業高校教諭 井 上 安 之

労働衛生と安全について      東京工業大学教授    塩 谷 宗

技術教育におけるプログラム学習  東京工業大学助教授   清 原 道

企業内教育と学校教育       国学院大学教授     後 藤 豊

技術科授業過程の研究       産業教育研究連盟    研  究

午前 9時～10.30 10.40-0.10 1.00-

技術教育の本質 新建材と加工法 企業内教育 と学校教育

7月 30日 (金 ) 技術教育内容選定の視点 機構学習の教材 工場見学

7月 31日 (土 )
皮術教育におけるプログ
ラム学習 電気学習の教材 技術科授業過程の研究

8月 1日 (日 )1労働衛生 と安全 機械工作の基礎  |

参加会費および申込み

1・ 会  費  2,500円 (資料費,見学バス代その他をふ くむ)

2.人  員  200名 (会場の関係で定員に達したばあいは申込期日前に締切る)

3.申込方法  7月 15日 までに予約金 1,000円 をそえ,下記へ申込むこと (な お,不参加の

あい予約金は返却しない)

4.申 込 先  東京都目黒区上目黒 7-1179 産業教育研究連盟「 講座」事務局

振替・東京55008番 ,電713-0716

なお,申込書には,勤務先所在地と名称,連絡所,氏名,予約金額を明記してください。

7月 29日 (木 )
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第14次 産業 教 育研究 大 会 (予 告)

<主題> 技術科教育の本質と授業過程

昨年の花巻大会では,「授業をどう組織する

か」 という主題で研究討議がすすめられたが,

主題、の共通理解がじゅうぶん深まっていない

うらみがあった。本年の主題については,次の

ように理解しておきたい。技術教教育はこうあ

るべきものだという想定があり, 日々の授業は

その想定をつらぬき実現する過程であるととも

に,逆 に, 日々の授業の具体的過程とその成果

をとおして,技術科教育のあるべきすがたを吟

味し直すことが必要であろう。

ともかく,実践がおこなわれている限 り,そ

の実践がいかにささやかであっても,そ こには

それなりの “意味"があるはずであ り,他のさ

まざまな実践とつき合わせることによって,さ

らにふかく広い “意味"を見出す こ とが でき

る。そういう意味で,参会者のどのようにささ

やかな実践――授業過程一― も分科会で提案さ

れる価値がある。 しかし,授業過程という以上,

単なる展開案の提示ではなく,そ こにこめられ

ている意図を実現する典型的展開場面の詳細 と

その成果が語られる必要があろう。

<大 会 要 項>
<会 期> 8月 3日 04日・ 5日

<場 所> 神奈川県愛甲郡愛川町立青少年セン

リ

フ

ヽ

ｔ

・
八

子

(会場案内一別項参照)

<日  程>

8月 3日 (第 1日 )

10時～12時 全体会議

13時～16時 分科会

8月 4日 (第 2日 )

9時～12時 分科会 (続 き)

13時～16時 分科会 (続 き)

8月 5日 (第 3日 )

9時～11時 分科会 (ま とめ)

11時～12時 全体会議

<分科会>

最初は分野別にせず,第 1～第 4ま で等質

分科会とし,途中必要に応じて,分科会の

性格を明確にしていく予定。女子会員のば

あいも同様,途中で “女子の技術教育"そ

の他に分科する。

夜は “問題別分科会"に編成する。

<問題提起発表>

全体会議および分科会での問題提起発表をつ

のる。 7月 15日 までに,発表要旨 (400～600

字)を そえて,下記事務局へ申込まれたい。

ザ
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<参加会費と申込>

参加会費 :一般会員 500円

300円

申込期日

中込方法

連盟会員

:7月 15日

:別記様式の申込書に,会費をそえ

て,事務局ヘ

<宿 泊>

会場において宿泊

1人 1泊 (3食付) 500円

別記参加中込書の宿泊の項明記の上,予約金

.300円 をそえて,事務局ヘ

なお,会場以タトで宿泊されたい方はつぎの

旅館に自身で照会のこと。

○坐利山荘 (1,500～2,000円 程度)

○こま屋 (1,500～2,000円 程度)

(以上は愛川町半原―会場よリバスで10分

程度)

○お滝 (1,000円 程度)(愛川町田代)

小田急ぃ本厚木駅より

神奈川中央交i重
バス

半原 |わ き 'ill橋下Jli

(「サi要 Hキ |11-糸与40,))

<申込先>

東京都目黒区上目黒 6の 1617 産業教育研究

連盟事務局 (電話 東京712-8048

振替―東京 55008番

(会場案内)田代町は中津川沿いの静かな山

あいの町で,中津漢谷にも近い。

小田急線本厚木駅前より,①番,半原行きの

神奈川中央交通バスに乗 り,約 40分,愛川橋

下車,つ り橋をわたって約 5分,丘上にある
・一一一̈一一一一一一一一一一一一一・̈̈
・ヽ・．・）一一　　　　　　　　^「一一一一一一一一一一̈̈
一一一̈一・・　　一一̈　　　　・

参加申込―一 (様式用紙 0ハガキ大)

盟会員 (300円 )

<会員番号一  号>

__ __ 夕食

朝食,昼食,夕食

朝食,昼食 __

|(会場 )
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教  育

特集 :授 業 過

技術科教育の本質 と授業過程―その 3-
…………研 究 部

家庭科の再編成 と技術科 との関連………植村千枝

<実践的研究>

螢光灯の計沢1学習をどうすすめるか……湯沢治二郎

家庭科教育 と男女共学について… ……渡 辺 則子

一一食品分析を指導して一一

教具の製作と活用について …… … ……西 出勝雄

8 月 号 予 告    <7月 20日 発売>

程 の 研 究 (■ )

戦後教科書発行制度の変遷(そ の 2)… …池 田種 生

労働経験学習と総合高校 (そ の 2)… ……宮地誠哉

高校入試問題の検討 (3)… … …………研 究 部

ベ トナム問題科学者集会から … …………佐 木々 享

エレク トロニクスの簡単な応用装置(1)… 稲 田 茂

<教材・教具解説>

ゴーカートの製作………………………各鼈之詢

術技

薔
Ａ
ｒ
●
　
‘
Ｌ
Ｉ
員
リ

III互 |

◇連盟の今夏研究大会は別紙により,神奈川県愛甲郡愛

川町で開かれることになりました。そこで本号は,大会

主題である「授業過程の研究」ということに焦′点をあて

て編集をすすめてみました。必ずしも十分満足すべきで

きばえとはいえませんが,大会での討議に,あ るいは,

今後の実践・研究に,い ささかでも役だつところがあれ

ば幸甚に思います。

◇さて,連盟の研究部では,昨年の花巻大会以来,ひ き

つづき,毎月1回定例的にテーマをきめて,研究会を開

いてきました。その模様については,本誌にそのつど紹

介してきましたが,本号では,今大会の主題のもとにさ

きに行なわれた研究会での提案と討議の要旨を,研究部

でまとめてもらいました。

また,西田泰和氏には,「技術科の性格と授業の組織」

と題して,その考えかたを, とくに技術的実践ないし労

itl過 :程 の教育に呆す役害1と いう観`点
にたって,平田徳男

氏には,「エンジン教材のある試み」と題して,機械学

習の教材として,エ ンジンをとりあげ, どのようなねら

いで, どのように指導したかの過程を具体的にのべても

らいました。これらについてのご意見,ご感想がありま

したら,およせください。

◇教育内容研究の重要さについては,い まさらいうまで

もないことですが, とくに今時点で, この問題をとりあ

げることの意義について,佐 木々享氏 (教科研)から稿

をお寄せいただきました。最近,現場ではとみに,こ の

面の研究において沈滞化現象がみられるときでもあり,

これを契機に,こ のような現場の空気を一転してもらい

たいものです。

◇このほか,ア メリカの中等教育段階における産学協同

の問題について宮地誠哉氏に2回にわたり,紹介してい

ただくことになりました。その 1回めを本号に掲載しま

した。わが国でもいろいろなタイプの産学協同が研究さ

れ実際に試みられておりますが,それぞれに問題をもっ

ているようです。科学技術の進展にともない,今後ます

ますこの面での研究が盛んになることと思われます。

◇本誌では,み なさまがたの日頃の実践・研究の原稿を

求めております。必ずしもきちっとまとまったものでな

くても結構です。技術・ 家庭科に関する実践的なもので

あれば,様式 0内容等一切問いませんので,気軽にまと

めて下記連盟連絡所あてお送 りください。

1後 |1期 |

ノ

奮

技  術

昭禾日40年 7月 5日  発  行

発行者 長   宗

発行所 株式会社 国

東京 都文 京 区高

振替・東京 90631

営業所  東京 都文京 区高

電 (%1)4413

7月 号    No.156 ③

定価 150円  (〒 12)1か年 1800円

編 集 産 業 教 育 研 究 連 盟

編集代 表  後藤 豊治

連絡所 東京都目黒区上目黒6-1617
月己 (712) 8048

直接購読の申込みは国土社営業所の方へお願いい

たします。

育教

泰   造

土   社

田豊 川町37

電(941)3665

田豊 川町37
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い
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で
も
心
に
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与
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ぐ
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た
科
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読
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中
か
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あ
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作
品
を
厳
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い
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全
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で
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ど
も
に
自
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と
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的
な
創
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培
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作
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「
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年
期
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一
読
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せ
た
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」
と
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今
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で
な
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庭
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で
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業
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理
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と
を
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創
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し
ろ
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科
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だ
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喜
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の
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女
子
大
学
教
授

。
文
学
博
士
）

お
と
な
の
世
界
は
、
こ
の
ご
ろ
す
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ノ
ン
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フ
ィ
ク
シ
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な
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